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市
政
百
年
の
大
計
の
元
年

　

今
、
我
が
国
は
、
世
界
に
類
を

見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い

る
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
を
迎

え
て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
「
日

本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
で

は
、10
年
後
の
伊
賀
市
の
人
口
は
、

８
４
，５
０
９
人
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
数
は
２
９
，１
１
６
人

と
約
34
．５
％
を
占
め
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

合
併
の
特
例
期
間
が
終
わ
り
、

地
方
交
付
税
が
段
階
的
に
削
減
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
市
の
財
政

規
模
全
体
の
縮
小
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
伊
賀
市
の
公
共
施
設

保
有
量
は
、一
人
あ
た
り
５
㎡
と
、

県
内
他
市
に
比
べ
４
割
多
く
、
今

後
、
ピ
ー
ク
時
の
修
繕
や
建
替
え

の
費
用
が
、
年
間
最
大
で
55
億
円

必
要
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

政
府
は
、
昨
年
12
月
に
人
口
維

施
政
方
針 

 　
﹁
ひ
と
が
輝
く　
地
域
が
輝
く
﹂
伊
賀
市
の
実
現
に
向
け
﹁
動
﹂
の
年
と
し
て
積
極
的
に
動
き
ま
す

︻
問
い
合
わ
せ
︼　
秘
書
課　
☎
22
・
９
６
０
０　
FAX  
24
・
７
９
０
０

　

３
月
３
日
、
平
成
27
年
第
１
回
伊
賀
市
議
会
定
例
会
の
開
会
に

あ
た
り
、
岡
本
市
長
が
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

27
平成

年度

持
に
関
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
こ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
５
カ
年
の

目
標
や
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を

示
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
を
取
り
ま
と
め

ま
し
た
。

　

市
は
、
こ
の
流
れ
を
注
視
し
つ

つ
、
伊
賀
市
版
総
合
戦
略
の
策
定

に
先
駆
け
、
庁
舎
移
転
後
の
伊
賀

上
野
城
と
城
下
町
エ
リ
ア
を
「
文

化
・
歴
史
・
観
光
集
客
機
能
ゾ
ー

ン
」
と
位
置
付
け
、
そ
の
拠
点
と

な
る
現
南
庁
舎
の
利
活
用
を
は
じ

め
、
今
後
の
図
書
館
や
芭
蕉
翁
記

念
館
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
現
南
庁
舎
は
、「
人
と
つ

な
が
る
、
ま
ち
と
つ
な
が
る
、
地

域
と
つ
な
が
る
学
び
の
拠
点
」
と

し
て
、
図
書
館
や
郷
土
資
料
館
な

ど
を
は
じ
め
、
市
内
の
各
地
域
を

結
ぶ
核
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
賑
わ
い
の
施
設
に

す
る
の
か
を
決
め
る
こ
と
で
、
第

２
期
伊
賀
市
中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
の
認
定
に
も
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
ミ
ラ

ノ
国
際
博
覧
会
」
に
、
伊
賀
市

は
「
伊
賀
流
忍
者
の
精
神
と
食

文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
６
月
28
日

か
ら
30
日
ま
で
参
加
し
ま
す
。
日

本
を
訪
れ
る
外
国
人
が
、
年
間
で

１
，０
０
０
万
人
を
超
え
る
中
、

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
好

機
に
向
け
て
、
今
後
更
な
る
外
国

人
観
光
客
の
誘
致
が
叫
ば
れ
て
い

ま
す
。
忍
者
の
本
場
は
伊
賀
で
あ

る
こ
と
を
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
伊
賀
地
域
の
伝

統
食
、
素
晴
ら
し
い
食
材
、
そ
し

て
伝
統
工
芸
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
外
国
人
の
誘
客
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
着
地
型
観
光
事
業
い

が
ぶ
ら
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は

予
想
を
上
回
る
事
業
者
や
団
体
の

参
加
を
得
た
と
こ
ろ
で
す
。
市
域

全
域
で
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
体

制
を
構
築
し
、
着
地
型
観
光
を
市

の
中
核
的
観
光
事
業
と
し
て
位
置

付
け
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加

は
も
ち
ろ
ん
、
移
住
交
流
に
も
つ

な
げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
地
域
住
民
生
活
等
緊

急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
の
活
用

に
つ
い
て
も
地
域
の
消
費
喚
起
に

直
接
効
果
が
あ
る
地
域
消
費
喚

起
・
生
活
支
援
型
、
ま
た
、
地
方

の
活
性
化
を
促
す
地
方
創
生
先
行

型
を
含
め
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た

　
取
り
組
み

　
外
国
人
観
光
客
の
誘
致
と

　
伊
賀
市
の
活
性
化
を
め
ざ
す

　
超
高
齢
社
会
の
中
に
あ
る

　
伊
賀
市
の
現
状
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27
平成

年度
伊賀市の施政方針

○
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院
の
診

療
体
制

　

３
月
に
内
科
常
勤
嘱
託
医
師
が

就
任
し
た
ほ
か
、
４
月
か
ら
複
数

の
内
科
医
師
の
就
任
と
、
看
護
師

13
人
の
新
規
採
用
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
関
係
大
学
な
ど
へ

の
派
遣
依
頼
を
含
め
、
医
療
職
員

確
保
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
職

員
定
着
の
た
め
に
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
館
５
階
病
棟
は
改
築
工
事
を

完
了
し
、
４
月
か
ら
稼
動
し
ま
す
。

○
災
害
・
救
急
医
療

　

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム︵
Ｄで

ぃ
ー
まＭ

Ａっ

とＴ
︶
は
、
職
員
を
７
人
に
増
員

し
、
災
害
時
対
応
に
係
る
訓
練
、

研
修
を
行
う
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
両
面
に
お
け
る
災
害
拠
点
病

院
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
で
市
民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。

○
病
院
経
営

　

４
月
か
ら
の
５
階
病
棟
の
再
開

に
よ
り
、
入
院
患
者
の
増
加
を
実

現
し
、
診
療
収
益
を
増
や
す
こ
と

を
念
頭
に
経
営
改
善
を
行
い
ま
す
。

○
地
域
医
療
構
想
︵
ビ
ジ
ョ
ン
︶

　
「
伊
賀
地
域
の
医
療
の
あ
り
方

に
関
す
る
懇
話
会
」
を
開
催
し
、

伊
賀
市
の
取
り
組
み
の
方
向
性
と

し
て
、
上
野
総
合
市
民
病
院
と
岡

波
総
合
病
院
の
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
、
機
能
分
担
を
し
な
が

ら
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
体

制
を
と
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
後
、地
域
医
療
構
想︵
ビ
ジ
ョ

ン
︶
策
定
に
向
け
、
名
張
市
や
関

係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
伊
賀

地
域
の
地
域
医
療
体
制
の
構
築
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
︵
平
成
37
年)

を

め
ど
に
、
重
度
な
介
護
状
態
と

な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

と
し
て
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

○
観
光
振
興

　

観
光
振
興
は
、
市
外
か
ら
の
交

流
人
口
を
増
や
し
、
地
域
内
消
費

を
拡
大
し
、
ま
た
、
市
外
に
向
け

て
伊
賀
市
の
特
産
品
を
売
り
出
す

た
め
重
要
な
も
の
で
す
。

　

今
年
も
「
伊
賀
上
野
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｊ

Ａ
フ
ェ
ス
タ
」
を
４
月
か
ら
５
月

の
連
休
に
か
け
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

○
農
業
振
興

　

首
都
圏
で
伊
賀
の
食
材
の
販
路

開
拓
と
伊
賀
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
で
、
生
産
意
欲
の
向
上
や
観

光
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
食
材
フ
ェ
ア
の
開
催
と
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
し
ま

す
。
３
年
目
を
迎
え
、
世
界
遺
産

に
も
認
定
さ
れ
た
「
和
食
」
な
ど

も
取
り
入
れ
る
な
ど
強
化
を
考
え

て
い
ま
す
。首
都
圏
だ
け
で
な
く
、

関
西
圏
な
ど
で
の
開
催
も
検
討
し

ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
資
源
を
活
用
し
て

農
商
工
連
携
に
よ
る
付
加
価
値

の
高
い
商
品
開
発
に
係
る
事
業

と
し
て
、
東
京
都
内
・
伊
賀
市
内

の
化
粧
品
関
連
企
業
に
協
力
い
た

だ
き
、
あ
け
ぼ
の
学
園
高
校
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
伊
賀
産

菜
種
油
を
原
材
料
と
し
た
菜
の
花

シ
ャ
ン
プ
ー
や
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

の
商
品
開
発
に
支
援
を
行
う
予
定

で
す
。

○
人
・
農
地
プ
ラ
ン

　

人
と
農
地
の
問
題
解
決
に
向
け

た
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
各
集

落
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
作
成
さ

れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格

実
施
さ
れ
る
農
地
集
積
の
受
け
皿

と
な
る
農
地
中
間
管
理
機
構
を
活

用
し
た
青
年
就
農
者
の
確
保
や
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
、

各
機
関
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

推
進
し
ま
す
。

○
森
林
・
林
業

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
増
進
を

図
る
環
境
林
整
備
事
業
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、「
み
ん
な
の
里
山

整
備
活
動
推
進
事
業
」
の
実
施
地

域
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
間
伐
の
推
進
を
図
る
た

め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進

を
は
じ
め
と
し
た
未
利
用
間
伐
材

の
利
用
推
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

【
重
点
施
策
】

充
実
し
た
医
療
で

安
心
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

地
域
資
源
を

生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

観
光
・
農
林
業

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

医
療
・
地
域
福
祉

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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○
認
知
症
施
策

　
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略

︵
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
︶」
に
基
づ

き
、
専
門
医
を
含
む
複
数
の
専
門

職
に
よ
る
認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
認
知
症
の

早
期
診
断･

早
期
対
応
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の

一
体
的
提
供
や
地
域
に
お
け
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ
き

平
成
27
年
度
か
ら
５
年
間
で
、
子

育
て
支
援
施
設
並
び
に
子
育
て
支

援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
方
策

を
定
め
る
な
ど
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

に
向
け
、
保
健
師
は
市
民
の
健
康

増
進
を
応
援
す
る
専
門
職
と
し

て
、
地
域
ぐ
る
み
の
予
防
活
動
へ

の
支
援
を
行
う
た
め
、
地
区
担
当

制
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、
地
域

と
保
健
師
の
「
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

○
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
環
境
づ
く
り

　

４
月
か
ら
「
産
後
ケ
ア
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。
出
産
後
の
体
調

や
育
児
に
対
す
る
不
安
か
ら
育
児

支
援
を
必
要
と
す
る
母
子
を
対
象

に
、医
療
機
関
へ
の
宿
泊
や
通
所
、

ま
た
助
産
師
が
家
庭
を
訪
問
し
、

育
児
指
導
を
行
う
な
ど
、
妊
娠
・

出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の

な
い
支
援
を
し
ま
す
。

○
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

　

４
月
か
ら
、
厚
生
保
護
課
を
生

活
支
援
課
と
改
め
、
生
活
保
護
法

と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
を
一

体
的
に
運
用
す
る
と
と
も
に
、
福

祉
相
談
調
整
課
と
連
携
し
生
活
困

窮
者
支
援
体
制
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。

○
新
消
防
庁
舎

　

多
様
化
す
る
災
害
に
対
し
て
、

消
防
活
動
が
迅
速
・
的
確
に
行
え

る
よ
う
対
応
力
を
強
化
し
た
庁
舎

と
し
て
整
備
す
べ
く
、
建
築
主
体

工
事
な
ど
の
発
注
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
、
そ

の
整
備
を
行
い
ま
す
。

○
救
急
体
制

　

救
急
救
命
士
の
養
成
・
確
保
と

救
急
隊
員
の
教
育
訓
練
を
進
め
、

医
療
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

救
急
隊
に
対
す
る
指
示
、
指
導
、

検
証
、
教
育
体
制
を
強
化
し
て
救

命
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
交
通
安
全
対
策

　

昨
年
10
月
に
前
年
１
年
間
の
死

亡
事
故
者
数
を
大
き
く
上
回
っ
た

た
め
、「
交
通
死
亡
事
故
多
発
警

報
」
を
発
令
し
ま
し
た
。
関
係
団

体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の

普
及
・
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

交
通
安
全
の
啓
発
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

○
消
費
者
行
政

　

年
々
巧
妙
化
す
る
詐
欺
や
悪
質

商
法
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

各
地
域
・
団
体
な
ど
に
対
し
て
出

前
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
近
年
、

若
年
層
を
中
心
に
被
害
が
拡
大
し

て
い
る
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
も
、
児
童
・
生
徒
の
ほ

か
保
護
者
に
対
し
て
情
報
社
会
に

お
け
る
正
し
い
判
断
や
望
ま
し
い

態
度
を
育
て
る
た
め
の
啓
発
を
行

い
ま
す
。

○
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

二
酸
化
炭
素
削
減
の
取
り
組
み

と
し
て
、
電
気
自
動
車
の
急
速
充

電
器
を
「
伊
賀
市
白
鳳
門
駐
車

場
」
と
「
道
の
駅
い
が
」
の
２
カ

所
に
設
置
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら

の
運
用
を
予
定
し
て
お
り
、
環
境

に
や
さ
し
い
電
気
自
動
車
の
普
及

を
図
る
と
と
も
に
、
観
光
な
ど
へ

の
利
用
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

○
一
般
廃
棄
物
の
処
理

　

ご
み
処
理
は
、
さ
く
ら
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
処
理

施
設
が
平
成
32
年
度
末
を
も
っ
て

操
業
を
停
止
す
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
に
は
、
名
張
市
と
の
ご
み
の

広
域
化
処
理
を
視
野
に
入
れ
て
、

暮
ら
し
を

支
え
る

ま
ち
づ
く
り

【
各
分
野
の
市
政
の
推
進
】

い
つ
ま
で
も

元
気
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

健
康
・
福
祉

生
活
・
環
境
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27
平成

年度
伊賀市の施政方針

一
時
的
な
民
間
処
理
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

し
尿
処
理
は
、
伊
賀
市
浄
化
セ

ン
タ
ー
の
施
設
が
老
朽
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、
青
山

区
域
の
し
尿
・
汚
泥
も
加
え
て
伊

賀
市
と
し
て
一
元
化
し
て
処
理
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
伊
賀
地
域
循
環

型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
」
を

策
定
中
で
あ
り
、
平
成
27
年
度
に

は
、
施
設
整
備
基
本
設
計
や
生
活

環
境
影
響
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

○
水
道
事
業

　

経
営
の
合
理
化
と
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
民
間
委
託
し
て
い
た
検
針
業
務

に
加
え
、
窓
口
業
務
か
ら
開
閉
栓

業
務
、
料
金
の
請
求
・
収
納
業
務

な
ど
の
一
連
の
業
務
を
民
間
委

託
し
、
ゆ
め
が
丘
浄
水
場
に
開
設

す
る
「
伊
賀
市
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
」
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

上
野
市
街
地
、
阿
保
地
内
な
ど

で
の
老
朽
管
の
更
新
や
、
佐
那
具

工
業
団
地
へ
の
配
水
管
布
設
に
よ

る
給
水
区
域
の
拡
大
を
引
き
続
き

進
め
る
と
と
も
に
、
ム
ダ
の
な
い

送
水
、
有
収
率
の
向
上
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
川
上
ダ
ム
建
設
事
業

　

地
元
の
要
望
に
添
っ
て
平
成
26

年
度
７
億
８
千
３
百
万
円
の
予
算

に
対
し
て
、
平
成
27
年
度
は
倍
増

に
近
い
14
億
６
千
万
円
が
国
に
要

望
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
体
着
工
に

向
け
た
諸
準
備
が
加
速
さ
れ
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
河
川
環
境
の
保
全
・
整
備

　

平
成
26
年
８
月
の
台
風
11
号
で

は
、
平
成
25
年
度
に
市
が
設
置
し

た
霞
堤
仮
締
切
堤
防
の
効
果
に
加

え
、
平
成
26
年
、
市
が
購
入
し
た

排
水
ポ
ン
プ
車
と
国
土
交
通
省
の

応
援
車
両
で
排
水
作
業
を
実
施
し

た
結
果
、
住
宅
床
下
へ
の
浸
水
被

害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
内
水
対
策
を
進
め
、
浸
水

被
害
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

○
下
水
道

　

平
成
29
年
度
か
ら
の
公
営
企
業

会
計
導
入
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
資
産
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に

公
営
企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
構
築
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

○
鳥
獣
害
対
策

　

三
重
県
が
「
特
定
鳥
獣
保
護
管

理
計
画
」
を
平
成
27
年
度
中
に
策

定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
賀
市
で
は
、
県
の
計
画
が
整
い

次
第
、
そ
れ
に
沿
っ
て
「
伊
賀
市

鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
実
施
し
て
い
る
捕

獲
研
究
事
業
は
、
平
成
27
年
度
も

継
続
実
施
さ
れ
ま
す
。
市
と
し
て

も
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
引
き

続
き
得
な
が
ら
、
大
型
捕
獲
檻
な

ど
に
よ
る
捕
獲
事
業
を
中
心
と
し

た
獣
害
対
策
を
進
め
ま
す
。

○
商
工
業
振
興
対
策

　

上
野
商
工
会
議
所
、
伊
賀
市
商

工
会
、
ゆ
め
テ
ク
ノ
伊
賀
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
経
営

基
盤
の
強
化
や
安
定
化
を
図
る
と

と
も
に
、
新
規
創
業
な
ど
の
起
業

支
援
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
賀
の
「
い
い
も
の
」

を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
し
て
全

国
発
信
し
、
地
場
産
業
の
さ
ら
な

る
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

○
商
業
分
野

　

こ
れ
ま
で
上
野
市
街
地
に
お
け

る
空
き
店
舗
の
改
修
や
家
賃
補

助
、
各
団
体
な
ど
が
実
施
す
る
事

業
へ
の
支
援
を
行
い「
ま
ち
な
か
」

の
賑
わ
い
創
出
に
向
け
て
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
度
か
ら

は
、
伊
賀
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
「
地
域
核
」
と

し
て
位
置
付
け
て
い
る
各
支
所
周

辺
地
域
に
つ
い
て
も
支
援
の
対
象

と
し
て
、
地
域
間
連
携
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

○
企
業
誘
致

　

新
た
な
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が

る
よ
う
、
引
き
続
き
近
畿
・
中
部

の
両
都
市
圏
の
中
心
に
位
置
す
る

地
勢
的
な
優
位
性
や
、
医
療
・
環

境
・
福
祉
分
野
に
関
し
て
研
究
開

発
支
援
の
拠
点
を
備
え
た
「
み
え

ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
総
合
特

区
」
で
あ
る
強
み
を
活
か
し
て
企

業
誘
致
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
三
重
大
学
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド

　

忍
者
と
芭
蕉
文
化
の
学
び
の
地

と
し
て
、
引
き
続
き
地
域
学
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
三
重
テ
ラ
ス
で

の
忍
者
セ
ミ
ナ
ー
を
首
都
圏
に
お

け
る
伊
賀
文
化
発
信
の
拠
点
と
し

て
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内
連
携
の
あ

り
方
や
少
子
化
対
策
な
ど
の
諸
課

題
に
つ
い
て
、
研
究
を
進
め
ま
す
。

○
産
学
官
連
携
事
業

　

三
重
大
学
の
伊
賀
研
究
拠
点
に

お
い
て
、
企
業
・
事
業
所
と
三
重

大
学
の
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
な

ど
で
産
業
の
付
加
価
値
を
高
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
域
資
源
を
活
用
し

た
農
商
工
連
携
な
ど
を
積
極
的
に

推
進
し
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

産
業
・
交
流

に
ぎ
わ
い
と

活
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド

セ
ミ
ナ
ー

　「○
△×

○
△×

○
△×

」
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安
全
・
安
心
で

暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り

【
各
分
野
の
市
政
の
推
進
】

○
都
市
計
画

　
「
伊
賀
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
に
掲
げ
た
多
核
連
携
型
の
都

市
構
成
を
め
ざ
し
、
都
市
計
画
区

域
の
再
編
と
統
一
し
た
土
地
利
用

管
理
手
法
の
導
入
を
進
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
三
重
県
と
の
協

議
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
行
い
、
都
市
計
画
区
域
の
再
編

と
土
地
利
用
管
理
手
法
の
条
例
化

を
進
め
ま
す
。

○
都
市
公
園
施
設

　

地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
備
え
た
、
し
ら
さ
ぎ
運
動
公
園

の
管
理
棟
、
屋
根
付
き
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
施
設
周
辺
の
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。
施
設
の
利
用
準
備

が
整
い
次
第
、
部
分
的
に
供
用
の

開
始
を
行
い
ま
す
。

○
道
路
関
係

　

新
消
防
庁
舎
へ
の
進
入
路
と
な

る
市
道
西
明
寺
緑
ヶ
丘
線
の
道
路

整
備
は
、
新
消
防
庁
舎
運
用
開
始

時
に
、
国
道
１
６
３
号
か
ら
市
道

荒
木
木
興
線
間
を
暫
定
供
用
で
き

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
伊
賀
鉄
道
伊
賀
線

　

市
の
方
針
と
し
て
平
成
29
年
度

以
降
の
運
行
の
仕
組
み
と
し
て

「
公
有
民
営
方
式
」
を
示
し
ま
し

た
。
伊
賀
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
鉄
道
と
し
て
維
持
存
続
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
、
沿
線
地
域
と

連
携
し
た
利
用
促
進
や
Ｊ
Ｒ
関
西

本
線
や
近
鉄
大
阪
線
を
活
用
し
た

観
光
施
策
で
の
誘
客
、
新
た
な
需

要
を
見
出
す
た
め
の
新
駅
設
置
の

検
討
な
ど
、
伊
賀
線
の
み
な
ら
ず

地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ

ら
れ
る
よ
う

検
討
を
進
め

ま
す
。

○
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

　

引
き
続
き
沿
線
市
町
村
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
利
用
促
進
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
接
続
改
善
や
駅
設
備
の
改

善
な
ど
の
利
便
性
向
上
、
観
光
客

誘
致
の
た
め
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
沿

線
の
地
域
と
連
携
し
た
事
業
へ
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
提
言

を
続
け
ま
す
。

○
伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画

　

行
政
主
導
だ
け
で
な
く
、
連
携

と
役
割
の
も
と
、
地
域
が
主
体
的

に
地
域
の
公
共
交
通
を
考
え
、
運

営
に
も
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
持

続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
を
形
成

す
る
枠
組
み
の
構
築
を
め
ざ
し
ま

す
。
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

伊
賀
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再

生
協
議
会
や
協
議
会
の
下
部
組
織

と
し
て
各
支
所
単
位
で
設
置
し
た

地
域
部
会
お
い
て
検
討
、
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
教
育
行
政
制
度

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
、

継
続
性
・
安
定
性
を
確
保
し
つ

つ
、
地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責

任
体
制
の
明
確
化
、
迅
速
な
危
機

管
理
体
制
の
構
築
、
地
方
公
共
団

体
の
長
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携

強
化
、
地
方
に
対
す
る
国
の
関
与

の
見
直
し
な
ど
、
制
度
の
抜
本
的

な
改
革
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
制
度
の
趣
旨
に
基
づ
き
教
育

行
政
の
責
任
の
明
確
化
を
行
い
、

早
期
に
総
合
教
育
会
議
を
開
催

し
、
伊
賀
市
の
教
育
、
学
術
、
文

化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な

「
大
綱
」
の
策
定
に
と
り
か
か
り

ま
す
。

○
教
育
施
設
整
備

　

耐
震
力
の
弱
い
学
校
施
設
の
耐

震
補
強
事
業
を
継
続
し
て
行
う
ほ

か
、
統
合
に
か
か
る
校
舎
の
改
修

工
事
、
市
内
小
学
校
の
遊
具
改
修

工
事
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

○
校
区
再
編

　

４
月
か
ら
統
合
校
と
し
て
新
た

に
４
校
が
開
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち

が
、
集
団
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
学
習
し
、
社
会
性
を
高
め
る

と
い
う
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
、

複
式
学
級
編
制
の
抱
え
る
問
題
の

解
消
に
も
配
慮
し
、
引
き
続
き
よ

い
方
向
性
を
定
め
て
い
き
ま
す
。

○
生
涯
学
習

　

市
民
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
社

会
の
一
員
と
し
て
い
つ
ま
で
も
生

き
生
き
と
活
躍
で
き
る
よ
う
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
情
報
発

信
拠
点
と
位
置
づ
け
、
生
涯
学
習

推
進
大
綱
に
基
づ
き
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

○
図
書
館

　

図
書
館
は
、
暮
ら
し
に
役
立
つ

知
識
や
情
報
を
手
に
入
れ
る
知
の

拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
心
が
潤

う
、
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
で
も
あ
り

ま
す
。
市
全
域
の
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
を
意
識
し
て
、
各
分
室
と
と
も

に
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
人
権
施
策

　

依
然
と
し
て
差
別
落
書
き
や
同

和
地
区
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
差

別
事
象
が
あ
と
を
絶
た
ず
、
匿
名

性
を
悪
用
し
悪
質
か
つ
陰
湿
化
し

て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
広
域

連
携
で
取
り
組
ん
で
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
モ
ニ
タ
ー
事

業
に
よ
り
、
引
き
続
き
差
別
の
拡

散
・
防
止
の
た
め
、
的
確
か
つ
迅

速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

啓
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
権

啓
発
地
区
別
懇
談
会
な
ど
の
啓
発

活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
事
前

研
修
や
人
権
リ
ー
ダ
ー
育
成
、
住

民
自
治
協
議
会
と
の
連
携
強
化
な

ど
、
人
権
意
識
の
高
揚
の
た
め
の

効
果
的
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
の
意
識
の
実
態
と

そ
の
推
移
を
把
握
す
る
た
め
、「
人

権
問
題
に
関
す
る
伊
賀
市
民
意
識

調
査
」
の
分
析
結
果
か
ら
見
え
て

く
る
課
題
に
対
し
て
必
要
な
施
策

を
検
討
し
「
第
３
次
人
権
施
策
総

合
計
画
」の
策
定
に
つ
な
げ
ま
す
。

○
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　
「
第
３
次
男
女
共
同
参
画
基
本

次
世
代
を
育
み

誰
も
が
学
べ
る

ま
ち
づ
く
り

教
育
・
人
権

生
活
基
盤
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27
平成

年度
伊賀市の施政方針

計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識

調
査
」
の
分
析
結
果
を
参
考
と
し

て
、
施
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
修
了
生
を
は
じ
め
人
材
バ

ン
ク
登
録
者
の
積
極
的
活
用
を
図

り
、
政
策
方
針
決
定
過
程
へ
の
女

性
登
用
を
促
進
す
る
な
ど
女
性
の

活
躍
の
実
現
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
仕
事
と
家
庭
生
活
な
ど
が
調

和
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
を
推
進
し
ま
す
。　
　

○
同
和
施
策

　
「
第
２
次
伊
賀
市
同
和
施
策
推

進
計
画
」
に
沿
っ
た
地
域
の
実
情

や
施
策
ニ
ー
ズ
な
ど
に
基
づ
き
、

同
和
行
政
施
策
を
一
般
施
策
の
中

で
体
系
的
に
整
理
し
、
関
係
各
部

署
が
連
携
し
て
、
同
和
地
区
に
お

け
る
収
入
、
就
労
、
福
祉
、
生
活
、

教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課

題
の
解
決
に
向
け
た
施
策
や
事
業

の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
多
文
化
共
生
の
推
進

　

国
籍
に
関
係
な
く
、
伊
賀
市
に

住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
が
、
日

本
の
文
化
や
伊
賀
の
伝
統
を
理
解

し
、
多
文
化
を
尊
重
で
き
る
社
会

を
め
ざ
し
て
、
外
国
人
住
民
の
生

活
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　

ま
た
、
外
国
人
住
民
が
抱
え
て

い
る
諸
課
題
や
そ
の
傾
向
を
分
析

し
て
、
外
国
人
住
民
が
持
っ
て
い

る
潜
在
能
力
を
、
地
域
の
暮
ら
し

に
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
多
文
化

共
生
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

○
芭
蕉
翁
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り

　
「
芭
蕉
翁
生
誕
３
７
０
年
記
念

事
業
」
で
得
ら
れ
た
実
績
を
生
か

し
な
が
ら
、
生
誕
地
伊
賀
市
の

発
信
や
芭
蕉
翁
顕
彰
が
次
世
代
に

継
承
さ
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、「
俳
句
、
俳
諧
、
芭

蕉
の
精
神
世
界
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
調
査
、
研
究

を
進
め
、
関
係
自
治
体
や
団
体
な

ど
へ
呼
び
か
け
、
相
互
連
携
を
図

る
な
ど
、
内
外
に
実
施
に
向
け
た

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。

○
文
化
財
の
保
存
と
活
用

　
「
伊
賀
市
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
市
の

歴
史
的
風
致
の
洗
い
出
し
か
ら
歴

史
的
風
致
の
維
持
向
上
に
関
す
る

方
針
の
作
成
、
重
点
区
域
の
設
定

作
業
を
行
い
ま
す
。

○
文
化
財
保
存
整
備

　

引
き
続
き
、
国
史
跡
上
野
城
跡

の
城
代
屋
敷
跡
整
備
や
旧
崇
広
堂

の
土
塀
保
存
修
理
、
伊
賀
国
庁
跡

の
公
有
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
俳

聖
殿
は
、
芭
蕉
翁
顕
彰
の
象
徴
的

な
建
物
の
一
つ
で
あ
り
、
貴
重
な

財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
か

ら
守
り
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

防
災
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
関
係

　

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室

な
ど
の
開
催
、
関
係
団
体
と
連

携
し
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
多
様
化
す
る
市
民
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
効
果
的
に
支
援

す
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
実

施
し
、
よ
り
多
く
の
市
民
参
加
と

効
果
の
あ
る
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
の

自
治
セ
ン
タ
ー
化

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

ち
で
つ
く
る
と
い
う
、
こ
れ
か
ら

の
大
前
提
の
も
と
、
今
後
、
さ
ら

に
地
域
へ
出
向
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
別
の
資
料

を
説
明
し
、
住
民
自
治
協
議
会
の

理
解
を
得
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
地
区
振
興
計
画

　

地
区
内
の
自
治
組
織
な
ど
が
協

働
し
て
取
り
組
む
事
業
や
自
治
組

織
な
ど
と
行
政
が
協
働
し
て
取
り

組
む
事
業
を
、各
住
民
自
治
地
区
連

合
会
な
ど
で
確
認
い
た
だ
い
た
最

終
案
を
取
り
ま
と
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
自
治
組
織
を
は
じ
め
と
し

た
各
種
団
体
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

各
地
区
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
行
財
政
改
革

　

各
地
区
内
で
開
催
さ
れ
て
い
る

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
関
す
る

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
地

区
を
振
興
す
る
補
助
金
な
ど
と
し

て
再
編
を
行
い
ま
す
。

○
人
事
制
度

　

市
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
職

員
の
育
成
を
め
ざ
す
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
管
理
職

を
対
象
に
試
行
し
て
い
る
人
事
評

価
に
つ
い
て
、
管
理
職
へ
の
本
格

導
入
と
一
般
職
へ
の
試
行
導
入
を

図
り
ま
す
。

○
行
政
運
営

　

施
策
評
価
に
基
づ
く
事
務
事
業

の
重
点
化
や
改
善
を
予
算
に
連
動

さ
せ
る
総
合
的
な
行
政
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
し
く
み
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
情
報
共
有
を
進
め
な

が
ら
、
効
果
的
・
効
率
的
な
市
政

運
営
に
努
め
ま
す
。

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

公
共
施
設
の
最
適
化
を
重
要
課

題
と
位
置
づ
け
、
施
設
の
方
向
性

に
基
づ
く
実
施
策
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
ま
と
め
た
実
行
計
画
案

を
ま
と
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に

そ
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
地
域

や
関
係
団
体
な
ど
と

話
し
合
い
を
行
い
、

総
量
の
縮
減
や
機
能

の
複
合
化
な
ど
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

○
庁
舎
整
備
事
業

　

建
物
の
配
置
計
画
や
各
階
の
平

面
計
画
、
ま
た
事
業
費
な
ど
庁
舎

設
計
の
骨
格
と
な
る
基
本
設
計
業

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

設
計
に
あ
た
っ
て
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
よ
る
提
案
内
容
を
基
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
効
率
的

な
行
政
運
営
な
ど
を
め
ざ
し
て
庁

内
で
組
織
す
る
検
討
委
員
会
に
よ

る
検
討
や
、
市
民
を
交
え
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
中
間
案
を
作
成
し
ま
す
。

中
間
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
説

明
会
を
開
催
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

計
画
の
推
進

文
化・地
域
づ
く
り

と
も
に
考
え

行
動
す
る

ま
ち
づ
く
り

施
政
実
現
に
向
け

改
革
を
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
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〜
胃
が
ん
予
防
事
業
〜

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
と
除
菌
で

健
康
な
胃
を
い
つ
ま
で
も

　
便
中
抗
原
検
査
（
検
便
）

　○
検
査
：
無
料　

○
除
菌
：
２
，４
０
０
円
（
個
人

負
担
金
を
医
療
機
関
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。）

※
除
菌
後
に
、
再
度
検
査
を
希

　
望
す
る
場
合
は
、
自
己
負
担
と

　
な
り
ま
す
。

※
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
際
し
、
薬

　

剤
の
副
作
用
と
し
て
、
下
痢
、

　

腹
痛
、
発
疹
、
味
覚
異
常
、
口

　

内
炎
な
ど
が
お
き
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。

※
除
菌
が
成
功
し
た
人
の
中
で
、

　

胸
や
け
が
数
カ
月
以
上
続
く

　
場
合
が
ま
れ
に
あ
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
㈬
〜

平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

○
検
査
：
ピ
ロ
リ
菌
検
査
申
込

書
に
記
入
し
、
次
の
検
査
実
施

医
療
機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

○
除
菌
：
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
申
込

書
兼
問
診
票
に
記
入
し
、
次
の

除
菌
実
施
医
療
機
関
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
実
施
医
療
機
関
に

　
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
、
健
康
保
険
証

　
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
　

◆
検
査
方
法

◆
実
施
期
間

◆
申
込
方
法

◆
費
　
用

　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
69
歳
以
下
（
昭
和
20

年
４
月
１
日
〜
平
成
８
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

の
人

※
次
の
人
は
対
象
外
で
す
。

①
妊
娠
中
の
人

②
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
の
治
療
中
の
人

③
す
で
に
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
に
成
功
し
た
人

④
胃
が
ん
を
治
療
中
の
人

⑤
胃
切
除
を
受
け
て
い
る
人

⑥
ペ
ニ
シ
リ
ン
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
い
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
人

⑦
過
去
に
当
市
が
実
施
す
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
・

除
菌
事
業
を
利
用
し
た
人

※
現
在
治
療
中
ま
た
は
服
薬
中
の
人
は
か
か
り

　
つ
け
の
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
検
査
・
除
菌
は
、
１
人
１
回

　
限
り
。除
菌
成
功
率
は
約
９
割
。

◆
対
象
者

　
ピ
ロ
リ
菌
と
は
人
間
の
胃
の

中
に
生
息
す
る
細
菌
で
、
胃
潰

瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、
胃
が
ん

に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
な

い
か
ど
う
か
を
検
査
し
、
感
染

し
て
い
た
場
合
は
薬
を
飲
み
、

ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
で
胃

が
ん
の
発
生
を
抑
え
、健
康
保
持・

が
ん
予
防
を
推
進
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
医
療
福
祉
政
策
課

　
☎
22
・
９
７
０
５　
℻  
22
・
９
６
７
３

胃
が
ん
の
原
因
に
は

ピ
ロ
リ
菌
が
関
係
し

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
胃
は

大
丈
夫
？
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病院名 住　所 電話番号 病院名 住　所 電話番号
アクアクリニック伊賀上野丸之内 10-8 ☎21-6500 しみずハートクリニック 上野愛宕町 1940-2 ☎21-4528
浅野整形外科内科 比土 3158-1 ☎36-2550 城医院 別府 162 ☎52-0017
あずまクリニック※ 服部町３丁目 101 ☎26-0333 滝井医院 上野玄蕃町 197-1 ☎23-1111
あずま診療所 畑村 1897-3 ☎46-9977 竹沢医院 島ヶ原 5879 ☎59-2019
新医院 上野忍町 2473 ☎21-3381 竹沢内科歯科医院 小田町 749-1 ☎23-5553
阿波診療所 猿野 1339-1 ☎48-0004 竹代クリニック 平野中川原 557-3 ☎22-2300
伊藤医院 上野魚町 2886 ☎24-4700 梨ノ木診療所 朝屋 2284 ☎26-5533
猪木内科医院 小田町 206-3 ☎21-8288 西田整形外科医院 三田 911-3 ☎23-4556
上野総合市民病院 四十九町 831 ☎24-1111 ひらい小児科クリニック 西明寺 2785-8 ☎21-3101
大西医院 上野桑町 1521 ☎21-0219 広瀬医院 上野恵美須町 1638 ☎21-1383
おおのクリニック 服部町 2-97 ☎22-1220 まちしクリニック 下柘植 1092 ☎45-7788
岡波総合病院 上野桑町 1734 ☎21-3135 松本胃腸内科 荒木 534-2 ☎26-3750
亀田クリニック ゆめが丘 3-1-2 ☎26-0666 みずたにクリニック 上野忍町 2708-1 ☎21-8585
河合診療所 馬場 1121-2 ☎43-1511 緑ヶ丘クリニック 緑ケ丘本町 2-761 ☎21-5678
川原田内科 阿保 1329-1 ☎52-0500 宮本医院 猪田 1605 ☎21-4719
紀平医院 柘植町 2033-2 ☎45-5470 森川病院 上野忍町 2516-7 ☎21-2425
黒田クリニック 桐ケ丘 3-325 ☎52-2099 森田クリニック 上野玄蕃町 219-1 ☎22-2233
佐那具医院 佐那具町 420 ☎23-3330 ゆめが丘クリニック ゆめが丘 4-2-2 ☎26-0100
嶋地医院 沖 50 ☎37-0114 吉村クリニック 土橋 192-1 ☎22-2121

◆ピロリ菌検査・除菌実施医療機関一覧（50音順）

※あずまクリニックでは除菌を行っていません。

◆除菌薬を受け取ることができる薬局一覧【院外処方の場合】（50音順）

薬局名 住　所 電話番号 薬局名 住　所 電話番号
あすなろ薬局 上野丸之内116-12 ☎24-9393 スマイル薬局ゆめが丘店 ゆめが丘 3-1-15 ☎48-6652
いが調剤薬局 上野新町 2756-1 ☎24-5660 ドリーム薬局 上野新町 2722 ☎26-7800
いなこ保険薬局 沖 31-2 ☎38-8555 長尾調剤薬局 平野城北町 124 ☎24-0166
井本薬局 上野農人町 425 ☎21-0269 なかよし調剤薬局青山店 別府 151 ☎53-0800
上野センター薬局 四十九町 831-4 ☎26-2512 なかよし調剤薬局阿山店 馬場 1122-2 ☎43-1660

岡森薬局 上野丸之内500
ハイトピア伊賀１階 ☎21-7257

なかよし調剤薬局久米店 久米町 666-4 ☎26-0064
ハヤシ薬局 上野田端町 920-7 ☎21-0884

おだいじに薬局 下柘植 999-5 ☎45-6500 ヒロタ薬局 小田町 215 ☎48-6700
おはよう薬局服部店 服部町 2-96-1 ☎24-0931 フラワー薬局青山店 阿保 1341-3 ☎53-1193
かしわの薬局 柏野 607-1 ☎45-8555 フラワー薬局伊賀店 荒木 533-3 ☎22-1193
きりがおか保険薬局 桐ケ丘 3-328 ☎48-6812 フラワー薬局上野中央店 問屋町 75 ☎24-1193
桐ヶ丘薬局 桐ケ丘 3-347 ☎52-2270 フラワー薬局桑町店 上野桑町 1777 ☎26-1193
銀座薬局 上野紺屋町 3163 ☎21-0294 フラワー薬局島ヶ原店 島ヶ原 5846 ☎59-9311
ココカラファイン薬局
緑ヶ丘店 緑ケ丘本町 1676 ☎26-4081

フラワー薬局柘植店 柘植町 2034-1 ☎45-1193
フラワー薬局服部店 服部町 3-102 ☎26-4300

さくら薬局伊賀魚町店 上野魚町 2859-2 ☎48-7713 まちかど薬局 上野丸之内 10-10 ☎26-5000
さくら薬局伊賀車坂店 上野車坂町 616-1 ☎26-5220 村田調剤薬局桑町店 上野桑町 1802-1 ☎26-3711
しのぶ調剤薬局 小田町 748-1 ☎21-1737 薬局ヘルスショップとしみ 緑ケ丘本町 757-3 ☎23-5075
城北薬局 平野中川原560-17 ☎22-1222 薬局山城屋大薬房 畑村 1897-2 ☎47-0050
スギ薬局伊賀上野店 平野城北町 96 ☎26-6331 わかくさ薬局青山駅前店 阿保 133-5 ☎52-5600
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　子ども自身や大切な家族を感染症から守るだけでなく、流行を防ぐためにもなるべく早く
予防接種を受けましょう。予防接種の受け忘れがないか、母子健康手帳でご確認ください。

◆乳幼児・学童などの 定期接種　　【実施期間】　４月１日～平成 28年３月 31日

【注意事項】
※対象年齢の人は、接種日時など、直接医療機関へご確認
　いただき、必ず予約してから予防接種を受けてください。
※接種費用は無料です。ただし、対象年齢以外で接種す
　る場合や県外の医療機関で接種を受けた場合は全額
　自己負担になります。
※接種当日は、母子健康手帳と予診票を持参してください。

※予診票をお持ちでない人は、市内の実施医療機関にあ
　りますので、予約時にお問い合わせください。
※市外医療機関での接種を希望する人は、予診票をお渡
　ししますのでご連絡ください。
※実施場所は県内指定医療機関（市内の指定医療機関は
　11 ページのとおり）です。

平成27年度　予防接種のお知らせ

接種対象年齢 接種回数 注意事項

ヒ　ブ 生後２カ月～５歳未満 １～４回
接種開始月齢によって、接種できる回数が異なります。詳
しくは接種医療機関で確認してください。

肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満 １～４回

四種混合
1期初回 生後３カ月～７歳６カ月未満 ３回 生後 3 カ月～１歳までの間に、20 日以上の間隔をあけて

３回接種しましょう。

1 期追加 初回接種終了後、１年～１年半の間
（７歳６カ月未満） １回 初回 3 回目終了後、1 年～ 1 年半の間に受けることで免

疫が強化されます。

※平成 24 年 9 月から不活化ポリオワクチン、平成 24 年 11 月から四種混合ワクチンが導入されました。
※三種混合ワクチンまたは不活化ポリオワクチンを接種している人は、お問い合わせください。

BCG １歳未満 １回 生後 5 カ月～ 8 カ月の間に接種しましょう。

麻しん・
風しん混合
（MR）

１　期 １歳～２歳未満 １回 満1歳の誕生日を過ぎたら、なるべく早く接種しましょう。

２　期
 平成 21 年４月２日

～平成 22 年４月１日生まれ
（年長児に該当する時期）

１回 年長児になったら、なるべく早く接種しましょう。

※３期（中学１年生に該当する時期）・４期（高校３年生に該当する時期）は平成 25 年３月末で終了しました。

水痘（みずぼうそう） １歳～３歳未満 ２回 １歳になったら、６カ月以上の間隔をあけて２回接種しま
しょう。

日本脳炎

１期初回 ３歳～７歳６カ月未満 ２回 3 歳～ 4 歳までの間に、6 ～ 28 日（1 ～ 4 週間）までの
間隔をあけて 2 回接種しましょう。

１期追加 初回接種終了から約１年後
（７歳６カ月未満） １回 初回 2 回目終了後、おおむね 1 年あけて接種しましょう。

２　期 ９歳～ 13 歳未満 １回 9 歳になったら、なるべく早く接種しましょう。

※特例として、平成 7 年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日生まれで、１期・２期の接種が完了していない人は、
　20 歳未満の間、不足回数分の接種を受けることができます。（ただし２期接種の対象は 9 歳以上です）。

ニ種混合（DT)
（ジフテリア・破傷風） 11 歳～ 13 歳未満 １回 11 歳になったら、なるべく早く接種しましょう。

子宮頸がん 小学６年生（12 歳相当）～
高校１年生（16 歳相当）の女子 ３回 ６カ月の間に３回接種します。現在、積極的な勧奨はして

いません。

ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ
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乳幼児・学童などの予防接種を実施する市内指定医療機関（50音順）

病院名 住　所 電話番号
ヒブ・
肺炎
球菌

四種混合
・
ポリオ

BCG MR 水痘 日本脳炎 DT 子宮
頸がん

浅野整形外科内科 比土 3158-4 ☎36-2550 ２期のみ ○
あずま診療所 畑村 1897-3 ☎46-9977 　 ２期のみ ○
阿波診療所 猿野 1339-1 ☎48-0004 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
伊藤医院 上野魚町 2886 ☎24-4700 　 　 　 　 　 　 ○

上野こども
クリニック 平野城北町 123 ☎23-8558 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上野総合市民病院 四十九町 831 ☎24-1111 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
岡波総合病院 上野桑町 1734 ☎21-3135 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

亀田クリニック ゆめが丘３丁目
１- ２ ☎26-0666 小学生

以上 ○ ○

河合診療所 馬場 1121-2 ☎43-1511 ○ ○ ○ ○ ○
川原田内科 阿保 1329-1 ☎52-0500 ○ ２期のみ ○ ○ ○ ○

紀平医院 柘植町 2033-2 ☎45-5470 　 小学生
以上 ○ ○

黒田クリニック 桐ケ丘 3-325 ☎52-2099 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

佐那具医院 佐那具町 420 ☎23-3330 　 　 　 　 　 中学生
以上 ○ ○

嶋地医院 沖 50 ☎37-0114 　 　 　 　 ２期のみ ○

しみずハート
クリニック

上野愛宕町
1940-2 ☎21-4528 　 　 　 　 　 　 ○

城医院 別府 162 ☎52-0017 　 　 　 ○ ○ ○ ○ ○
滝井医院 上野玄蕃町 197 ☎23-1111 ○ ポリオ除く ○ ○ ○ ○ ○
竹沢医院 島ヶ原 5879 ☎59-2019 　 　 　 　 　 ２期のみ ○ ○

中産婦人科
緑ヶ丘クリニック 緑ケ丘本町 761 ☎21-5678 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ひらい小児科
クリニック 西明寺 2785-8 ☎21-3101 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広瀬医院 上野恵美須町1638 ☎21-1383 ２期のみ ○
まちしクリニック 下柘植 1092 ☎45-7788 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
みずたにクリニック 上野忍町 2708-1 ☎21-8585 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
宮本医院 猪田 1605 ☎21-4719 　 　 　 　 　 　 ○
森川病院 上野忍町 2516-7 ☎21-2425 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
森田クリニック 上野玄蕃町 219-1 ☎22-2233 　 ２期のみ ○ ○
ゆめが丘クリニック ゆめが丘 4-2-2 ☎26-0100 　 ２期のみ ○ ○ ○
吉村クリニック 土橋 192-1 ☎22-2121 　 ○ ○
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【接種期間】　4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日
【対象者】
●過去に肺炎球菌の接種を１回も受けたことのない人の
うち、①または②の人
①今年度、対象年齢（65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・
　90 歳・95 歳・100 歳）になる人
②接種時点で 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、腎臓もし
　くは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウィルスによる
　免疫の機能障がいで身体障害者手帳１級の人
※①の対象者には、案内はがきを郵送します。
○対象年齢であっても、過去に肺炎球菌の予防接種費用
の助成を受けている人は、定期接種の対象外となるため、
案内はがきは郵送しません。
○平成 30 年度まで、65 歳から 100 歳の５歳刻みの人
が対象になり、5 年間で 65 歳以上の人全員が１回は接
種することができます。
【接種回数】　１回
【接種費用】　自己負担額 3,000 円（生活保護を受給し
ている人は無料）

【接種場所】　県内指定医療機関
【接種方法】　直接医療機関に予約し、接種当日は、必ず
案内はがきを持参してください。
【注意事項】
○予診票は市内の実施医療機関にあります。市外の医療
機関で接種を希望する場合は、予診票をお渡ししますの
で、ご連絡ください。
○県外の医療機関で接種を希望する場合は、接種費用や
接種方法が異なりますので事前にご連絡ください。（接
種費用の全額を医療機関に支払い、後日申請をしていた
だくと、接種費用の一部を助成します。）

◆ 高齢者肺炎球菌の予防接種

【問い合わせ】
　伊賀市保健センター（健康推進課：ハイトピア伊賀４階）　☎ 22-9653
　いがまち保健福祉センター ( 地域包括支援センター　東部サテライト )　☎ 45-1016
　青山保健センター ( 地域包括支援センター　南部サテライト )　☎ 52-2280

病院名 電話番号 病院名 電話番号 病院名 電話番号
あきやま腎泌尿器科 ☎ 44-6516 亀田クリニック ☎ 26-0666 谷本整形 ☎ 21-0934
アクアクリニック伊賀 ☎ 21-6500 河合診療所 ☎ 43-1511 中産婦人科

緑ヶ丘クリニック ☎ 21-5678
浅野整形外科内科 ☎ 36-2550 川原田内科 ☎ 52-0500
あずまクリニック ☎ 26-0333 紀平医院 ☎ 45-5470 梨ノ木診療所 ☎ 26-5533
あずま診療所 ☎ 46-9977 霧生診療所 ☎ 54-1002 西田整形外科医院 ☎ 23-4556
新医院 ☎ 21-3381 黒田クリニック ☎ 52-2099 ひらい小児科クリニック ☎ 21-3101
阿波診療所 ☎ 48-0004 佐々木内科 ☎ 21-3100 広瀬医院 ☎ 21-1383
伊藤医院 ☎ 24-4700 佐那具医院 ☎ 23-3330 まちしクリニック ☎ 45-7788
猪木内科医院 ☎ 21-8288 嶋地医院 ☎ 37-0114 松本胃腸内科 ☎ 26-3750
上野こどもクリニック ☎ 23-8558 しみずハートクリニック ☎ 21-4528 みずたにクリニック ☎ 21-8585
上野総合市民病院 ☎ 24-1111 しもむら整形外科 ☎ 26-2960 宮本医院 ☎ 21-4719
上野病院（※入院のみ）☎ 21-5010 城医院 ☎ 52-0017 森川病院 ☎ 21-2425
馬岡医院 ☎ 21-3005 滝井医院 ☎ 23-1111 森田クリニック ☎ 22-2233
大西医院 ☎ 21-0219 竹沢医院 ☎ 59-2019 山田診療所 ☎ 47-0305
おおのクリニック ☎ 22-1220 竹沢内科歯科医院 ☎ 23-5553 ゆめが丘クリニック ☎ 26-0100
岡波総合病院 ☎ 21-3135 竹代クリニック ☎ 22-2300 吉村クリニック ☎ 22-2121

高齢者肺炎球菌予防接種を実施する市内医療機関（五十音順）

任意接種（対象年齢以外の人）の助成について
　65 歳以上で、平成 27 年度の定期接種対象外の年
齢の人については、生涯１回に限り「高齢者肺炎球
菌ワクチン費用助成制度」で費用助成を受けること
ができます。市からの助成額は 3,000 円です。
※この助成を受けた場合は、定期接種の対象年度で
　対象外となります。
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福祉の相談窓口一覧（平成27年度版）
◆ さまざまな福祉相談に、スムーズに対応します

【問い合わせ】医療福祉政策課
　☎ 26-3940　FAX   22-9673

＊：本庁舎１階　　＊＊：本庁舎中２階

◆ 福祉の専門センターと専門スタッフ
センター、専門スタッフ 業務内容 電話番号 場　所

障がい者相談支援センター 障がいに関する相談、支援 ☎ 26-7725

福祉相談調整課内
（本庁舎中２階）

こども発達支援センター こどもの発達に関する相談、支援 ☎ 22-9627
家庭児童相談室 家庭や児童に関する相談、支援

☎ 22-9609女性相談員 女性に関する相談、支援
母子・父子自立支援員 ひとり親家庭に関する相談、支援

◆ 市役所本庁の福祉の窓口
業務内容 担当課〔係〕 電話番号

障がい者福祉に関すること 障がい福祉課＊ ☎ 22-9656
生活保護に関すること 生活支援課〔保護第１・２係〕＊＊ ☎ 22-9651～2
生活困窮者自立支援に関すること 生活支援課〔生活支援係〕＊＊ ☎ 22-9650
臨時福祉給付金に関すること 生活支援課〔庶務係〕＊＊ ☎ 22-9664
保育所に関すること こども家庭課〔保育係〕＊＊ ☎ 22-9655
児童手当、児童扶養手当、放課後児童クラブなどに関すること こども家庭課〔こども家庭係〕＊＊ ☎ 22-9654
高齢者福祉（在宅支援、介護予防など）に関すること 介護高齢福祉課〔高齢福祉係〕＊ ☎ 22-9634
要介護認定、介護保険料などに関すること 介護高齢福祉課〔介護事業係〕＊ ☎ 26-3939
要介護認定調査に関すること 介護高齢福祉課〔認定調査係〕＊ ☎ 26-3941
国民健康保険、国民年金に関すること 保険年金課〔保険年金係〕＊ ☎ 22-9659
後期高齢者医療、福祉医療に関すること 保険年金課〔医療助成係〕＊ ☎ 22-9660
健康づくり、予防接種などに関すること 健康推進課（ハイトピア伊賀４階） ☎ 22-9653
民生委員・児童委員の推薦、戦没者遺族、日本赤十字などに関すること 医療福祉政策課＊＊ ☎ 26-3940

◆ 地域の相談窓口（福祉に関するさまざまな困りごとの一次相談窓口です）

地域包括支援センター
○中部にんにんサポート伊賀　☎ 26-1521（市役所本庁舎１階）
○東部にんにんサポート伊賀　☎ 45-1016（いがまち保健福祉センター内）
○南部にんにんサポート伊賀　☎ 52-2715（青山保健センター内）
 ※にんにんサポート伊賀は、地域包括支援センターの愛称です。

市役所 社会福祉協議会
本庁：下の表をご覧ください 本所・上野支所　☎ 21-5866〔上野ふれあいプラザ３階〕
伊賀支所住民福祉課 ☎ 45-9105 伊賀支所　☎ 45-1012〔いがまち保健福祉センター内〕
島ヶ原支所住民福祉課 ☎ 59-2163 島ヶ原支所　☎ 59-3132〔島ヶ原老人福祉センター内〕
阿山支所住民福祉課 ☎ 43-0332 阿山支所　☎ 43-1854〔阿山保健福祉センター内〕
大山田支所住民福祉課 ☎ 47-1151 大山田支所　☎ 47-0780〔大山田福祉センター内〕
青山支所住民福祉課 ☎ 52-3228 青山支所　☎ 52-2999〔青山福祉センター内〕

※子育てに関すること（子育て包括支援センター、子育て支援センター）については、毎月 15 日号で掲載します。

お
近
く
の

に
ん
に
ん
サ
ポ
ー
ト

伊
賀
に
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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■ 狂犬病予防注射をしましょう
　飼い犬には「狂犬病予防注射」を毎年１回、４月１
日から６月 30日の間に受けさせることが、狂犬病予
防法などで定められています。
　予防注射は、各動物病院か、市が（公社）三重県獣医
師会の協力のもと実施する「狂犬病予防集合注射」の
会場で受けることができます。左の表で日程を確認し、
最寄りの会場で受けてください。
【料　金】
◦登録済みで注射のみの場合：3,200 円
◦登録と同時に注射をする場合：6,200 円
　（登録 3,000 円と注射 3,200 円）
※当日、おつりがいらないように準備してください。

■ 集合注射の注意事項
①注射の案内はがきが届いた人は、注射当日にはがき
　を必ず持ってきてください。はがきがないと受付に
　時間がかかります。（動物病院で注射する場合も同様）
②はがきの裏面にある問診表に記入して持ってきてく
　ださい。犬の体調が悪い場合などは、獣医師の判断
　により注射をしないことがあります。妊娠中の犬へ
　は予防注射はできません。
③犬をコントロールできる人が、連れてきてください。
④首輪にリードを付けるか、キャリーバッグに入れた
　状態で連れてきてください。また、注射の妨げにな
　る場合がありますので、服は着せないでください。
⑤会場ではリードを短く持ち、ほかの犬や人にかみつ
　かないよう気をつけてください。事故やトラブルが
　発生した場合、市や獣医師会は責任を負いません。
⑥ふん・尿の始末は飼い主が行ってください。

■ 愛犬の登録を
　犬を飼う場合、狂犬病予防法により、必ず登録しな
ければなりません。
　登録は「生涯登録」で、最初の１回のみです。市民
生活課・各支所住民福祉課・委託動物病院・集合注射
会場で登録でき、まだ登録していない飼い犬や新しく
飼い始めた生後 91日以上の犬が対象です。
※注射の案内はがきが届いた人で、はがき表面の右下に
　「未登録」と書かれている場合、必ず登録してください。

人の命と愛犬の命を守るために、登録
と注射は必ずしましょう。

狂犬病予防注射と犬の登録
市民生活課　☎ 22-9638　ＦＡＸ 22-9641

月 日 曜 時　間 実施場所

4

10 金

　9：30～ 10：40 猪田地区市民センター
11：00～ 11：30 依那古地区市民センター
13：00～ 13：30 比自岐地区市民センター
14：00～ 14：40 神戸地区市民センター
15：00～ 15：30 きじが台地区市民センター

13 月

　9：30～ 10：30（新）三田地区市民センター
11：00～ 11：30 佐那具町コミュニティセンター
13：30～ 14：30 府中地区市民センター
15：00～ 16：00 小田地区市民センター

20 月 10：00～ 11：30 新居地区市民センター

21 火

　9：30～ 10：00 上野南部地区市民センター
10：15～ 10：45
11：00～ 11：30 上野西部地区市民センター
13：00～ 13：40 諏訪地区市民センター

24 金

　9：30～ 10：20 古山地区市民センター
10：50～ 11：10 花垣地区市民センター
11：30～ 11：50 治田ふれあいプラザ
12：10～ 12：30（旧）白樫農協出張所
14：00～ 14：30 花之木地区市民センター
14：50～ 15：20 長田地区市民センター

27 月

　9：30～ 10：10 中瀬地区市民センター
10：40～ 11：00 蓮池公民館
11：20～ 11：50 友生地区市民センター
12：10～ 12：30 下友生第２公民館
14：00～ 14：30 ゆめぽりすセンター正門前
14：50～ 15：20 久米地区市民センター
15：40～ 16：00 八幡町市民館

伊賀支所住民福祉課　☎ 45-9104　ＦＡＸ 45-9120
月 日 曜 時　間 実施場所

4

14 火

　9：15～ 10：00 西柘植地区市民センター
10：15～ 10：30 中柘植集落センター
10：45～ 11：00 野村集落センター
11：15～ 11：40 小林集議所
13：00～ 13：30 倉部公民館
13：45～ 14：15 下町区コミュニティセンター
14：30～ 14：45 いがまち人権センター
15：00～ 15：15 上村多目的集会所
15：30～ 15：45 小杉高齢者等活性化センター

15 水

　9：15～　9：30 川西公民館駐車場
　9：45～ 10：15 川東多目的集会所
10：30～ 11：00 山畑農事集会所
11：15～ 12：00 希望ヶ丘生きがいセンター
13：30～ 14：00 愛田公民館
14：15～ 14：45 新堂元気老人ステーション
15：00～ 15：15 柏野公民館
15：30～ 15：45 御代区駐車場

緑ケ丘本町公民館北側（新会場）
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■ 犬の転居・死亡
　犬を連れて引っ越したり、犬が亡くなった場合、必
ず市民生活課または各支所住民福祉課まで届け出てく
ださい。届出がないと、登録情報は変更されません。
【転居の届出先】
○市内での転居⇒伊賀市役所市民生活課
　　　　　　　　各支所住民福祉課
○市内から市外への転出⇒転出先の市役所など
○市外から市内に転入⇒伊賀市役所市民生活課
　　　　　　　　　　　各支所住民福祉課

【問い合わせ】　市民生活課　☎22-9638　ＦＡＸ22-9641

《鑑　札》

《サイズ》 
　横 30㎜×縦 20㎜ 

《狂犬病予防注射済票》

《サイズ》
　横 18㎜×縦 25.2㎜

伊賀市の鑑札・注射済票デザイン

阿山支所住民福祉課　☎ 43-0333　ＦＡＸ 43-1679
月 日 曜 時　間 実施場所

4

16 木

　9：30～ 10：00 槙山多目的集会施設
10：15～ 10：30 内保集落センター
10：45～ 11：30 玉滝地区市民センター
13：00～ 13：10 湯舟コミュニティセンター
13：20～ 13：40 西湯舟生活改善センター
13：50～ 14：00 東湯舟コミュニティセンター
14：10～ 14：30 いきいきセンター
14：40～ 14：55 鞆田地区市民センター
15：05～ 15：30 下友田多目的集会所

17 金

　9：30～　9：45 波敷野消防倉庫
10：00～ 10：15 音羽生活改善センター
10：30～ 11：00 丸柱地区市民センター
11：15～ 11：35 石川集落センター
13：00～ 13：40 阿山支所西側
13：55～ 14：10 川合公民館
14：25～ 14：50 阿山ハイツ公民館
15：00～ 15：30 円徳院コミュニティセンター

大山田支所住民福祉課　☎ 47-1163　ＦＡＸ 46-1764
月 日 曜 時　間 実施場所

4

22 水

　9：00～　9：10 坂下コミュニティーホール前
　9：20～　9：30 中馬野公民館
　9：40～　9：50 奥馬野公民館
10：00～ 10：10 広瀬公民館
10：20～ 10：40 川北公民館
10：50～ 11：00 中村公民館
11：10～ 11：20 鳳凰寺公民館
11：30～ 11：40 甲野公民館
13：15～ 13：45 大沢公民館
13：55～ 14：05 千戸公民館
14：15～ 14：25 炊村公民館
14：35～ 14：45 畑村公民館
14：55～ 15：10 大山田保健センター

23 木

　9：00～　9：15 上阿波公民館
　9：25～　9：40 子延公民館
　9：50～ 10：00 平松公民館
10：10～ 10：30 富永公民館
10：40～ 10：50 猿野公民館
11：00～ 11：20 須原公民館
11：30～ 11：40 下阿波公民館
13：15～ 13：30 真泥公民館
13：40～ 13：55 中島公民館
14：05～ 14：15 富岡公民館
14：25～ 14：35 出後公民館
14：45～ 14：55 平田公民館
15：05～ 15：20 大山田保健センター

青山支所住民福祉課　☎ 52-3227　ＦＡＸ 52-2174
月 日 曜 時　間 実施場所

4

９ 木

　9：30～　9：40 古田集議所
10：00～ 10：20 霧生農民研修センター
10：30～ 10：40 腰山コミュニティセンター
11：00～ 11：50 桐ケ丘地区市民センター
13：30～ 13：40 上高尾生活改善センター
13：50～ 14：00 原池集議所
14：15～ 14：30 種生生活改善センター
14：50～ 15：30 青山支所

10 金

10：00～ 10：15 上津コミュニティセンター
10：25～ 10：40 妙楽地生活改善センター
10：50～ 11：10 北山公民館
11：25～ 11：35 別府集議所
11：45～ 11：55 青山羽根生活改善センター
13：20～ 13：30 青山文化センター
13：50～ 14：40 桐ケ丘地区市民センター
14：50～ 15：30 青山支所

島ヶ原支所住民福祉課　☎ 59-2109　ＦＡＸ 59-3196
月 日 曜 時　間 実施場所

4 20 月 13：30～ 14：10 正月堂前
14：40～ 15：30 島ヶ原支所裏

■ 鑑札と注射済票を装着させましょう
　登録した場合は「鑑札」を、狂犬病予防注射を受け
た場合は「狂犬病予防注射済票」を交付します。狂犬
病予防法により、犬の飼い主には、飼い犬に鑑札・注
射済票を装着させる義務があります。
※今年度の注射済票は青色です。
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ロ
グ
ラ
ム

募
集
メ
ニ
ュ
ー
の
テ
ー
マ

「
食
」

「
自
然
」

「
歴
史
（
文
化
・
伝
統
工
芸
）」

「
美
と
健
康
」

「
ま
ち
・
む
ら
歩
き
」

「
忍
者
・
芭
蕉
」

　

市
で
は
、「
観
光
立
市
」
を

め
ざ
し
、
地
域
全
体
で
観
光

客
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く

り
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続

き
着
地
型
観
光
「
伊
賀
ぶ
ら

り
体
験
博
覧
会
い
が
ぶ
ら

２
０
１
５
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

飲
食
業
な
ど
の
集
客
ア
ッ
プ
、

地
域
活
動
の
資
金
作
り
、
都
市

農
村
交
流
に
よ
る
過
疎
化
対
策
、

新
た
な
事
業
を
始
め
る
き
っ
か

け
作
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
を
達
成
す
る
手
段
と
し
て
ご

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
ま
で
の
予
定

①
４
月
１
日
㈬
〜
５
月
31
日
㈰

　

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
お
も
て
な

し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
エ
ン
ト
リ
ー

を
受
け
付
け
ま
す
。

②
４
月
10
日
㈮
・
11
日
㈯

　
（
ヒ
ル
ホ
テ
ル
サ
ン
ピ
ア
伊
賀　

伊
賀
の
間
）

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
の
た
め
の

研
修
会
（
事
前
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。）

　
○
４
月
10
日
㈮　

　
　
第
１
回
：
午
後
２
時
〜

　
　
第
２
回
：
午
後
６
時
30
分
〜

　
○
４
月
11
日
㈯

　
　
第
３
回
：
午
前
９
時
30
分
〜

　
　
第
４
回
：
午
後
１
時
30
分
〜

※
各
回
、
２
時
間
30
分
の
予
定

③
８
月
上
旬
〜

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
完
成
、
Ｐ
Ｒ
開
始

④
10
月
１
日
㈭
〜
12
月
６
日
㈰

　

お
も
て
な
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

【申込先・問い合わせ】
　㈱まちづくり伊賀上野
　☎／ＦＡＸ   050-5204-2828
　　igaburari@gmail.com
【問い合わせ】
　観光戦略課
　☎22-9670　ＦＡＸ  22-9695　
　　kankou@city.iga.lg.jp

開
催
時
）で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

開
催
時
）で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

開
催
時
）で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

豊
富
な
テ
ー
マ
か
ら

選
べ
ま
す
♪

観
光
メ
ニ
ュ
ー
が

こ
の
一
冊
に
。

▲昨年度のパンフレット

研
修
会
な
ど
の

申
し
込
み
は

こ
ち
ら
！

◆
集
客
ア
ッ
プ
、
農
産
物
の

　

Ｐ
Ｒ
、
地
域
の
絆
づ
く
り

　
な
ど
、
目
的
は
さ
ま
ざ
ま

実
施

▼
申
込
期
限
・
申
込
方
法

　
５
月
31
日
㈰
必
着

　

参
加
を
検
討
す
る
人
は
、
原

則
と
し
て
４
月
10
日
・
11
日
の

研
修
会
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
参
加
申
込
書
を
持
参
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
期
日
ま
で
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
参
加

　
申
込
書
な
ど
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
で
き
ま
す
。

　
「
い
が
ぶ
ら
」
は

こ
ん
な
し
く
み

　
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
と

こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が

　
料
金
や
手
法
を

自
由
に
設
定
で
き
ま
す
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お
知
ら
せ
拡
大
版

ま
ち
か
ど
通
信

お
知
ら
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募
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コ
ラ
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図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

救急車を正しく使いましょう
◆ 救える命を救うために

　近年、全国的に救急車の出動件数・搬送人員はとも
に増えており、救急隊の現場までの到着時間も遅く
なっています。
　また救急搬送された人の約半数が入院を必要とし

ない軽症という現状もあります。
　しかし、なかには重大な病気やけがの可能性もある
ため、迷ったときは次の表を参考に救急車を呼んでく
ださい。

【問い合わせ】消防救急課
　☎ 24-9116　ＦＡＸ 24-9111

　 大　人 小児（15歳未満）

頭
○突然の激しい頭痛
○突然の高熱
○支えなしで立てないくらいふらつく

○頭を痛がってけいれんがある
○頭を強くぶつけて出血が止まらない、意識
がない、けいれんがある。

顔

○顔半分が動きにくい
○口や顔の片方がゆがむ
○ろれつがまわりにくい
○ものが突然二重に見える

○くちびるの色が紫色で、呼吸が弱い

胸や背中
○突然の胸痛
○急な息切れ、呼吸困難
○痛む場所が移動する

○激しい咳やゼーゼーして呼吸が苦しく、顔
色が悪い

腹
○突然の激しい腹痛
○持続する激しい腹痛
○吐血や下血がある

○激しい下痢や嘔吐で水分が取れず、食欲が
なく、意識がはっきりしない
○激しいおなかの痛みで苦しがり嘔吐が止ま
らない

手　足 ○突然のしびれ
○突然片方の腕や足に力が入らなくなる ○手足が硬直している

意識障害 ○返事がない、またはもうろうとしている

けいれん ○けいれんが止まらない、止まっても意識が戻らない

じんましん ○虫に刺されたり何かを食べて、全身にじんましんが出た。顔色が悪くなった

けが・やけど
○大量の出血を伴う外傷

○広範囲のやけど、痛みのひどいやけど

飲み込み ○食べ物をのどにつまらせて呼吸が苦しい
○異物を飲み込んで意識がない

事　故 ○交通事故、水におぼれた、高所からの転落など

《ためらわずに救急車を呼んでほしい症状》

　そのほかに、いつもと様子が違う場合などの緊急時
は迷わず 119 番してください。119 番のかけ方や応
急手当の方法は、お問い合わせいただくか、市ホーム
ページをご覧ください。
　症状に緊急性がなくても「交通手段
がない」「どこの病院に行けばよいか
わからない」「便利だから」と救急車
を呼ぶ人がいます。救急医療は限りあ
る資源です。皆さん自身の安心のため、
救急車を上手に活用しましょう。

◆救急車が必要か判断に迷ったとき
　伊賀市救急相談ダイヤル 24
　☎ 0120-4199-22

◆自分で病院へ行けるけれど診察が可能な
病院がわからないとき
　三重県救急医療情報センター
　☎ 24-1199
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東日本大震災への義援金の受付を延長
◆ 市民の皆さんのご協力をお願いします

　市では、東日本大震災被災地への義援金を平成 23
年 3月 14日から受け付けています。
　日本赤十字社の義援金受付期間は、平成 27年 3月
31 日までの予定でしたが、平成 28年 3月 31 日ま
で延長し、受け付けることになりました。引き続きご

協力をお願いします。
　ご協力いただいた義援金は、日本赤十字社を通じて
被災地へお届けします。
≪義援金箱の設置場所≫
　本庁舎玄関ロビー ･医療福祉政策課・各支所

【問い合わせ】医療福祉政策課
　☎ 26-3940　ＦＡＸ 22-9673

上野公民館講座・教室のご案内
◆ 平成 27年度の講座・教室を紹介します

【問い合わせ】上野公民館
　☎ 22-9637　ＦＡＸ 22-9692

【申込期間】
　４月６日㈪～ 10日㈮　午前９時～午後５時　	
※定員を超える申し込みがあった教室は、抽選により
　受講者を決定し、結果を郵送で通知します。
※受講者は毎回必ず参加してください。

【抽　選】　４月 21日㈫　午前 10時～
　ハイトピア伊賀　５階学習室２　※見学は自由
【申込方法】　上野公民館、上野支所管内の 21分館に
ある用紙に必要事項を記入の上、提出していただくか、
上野公民館へ直接電話で申し込んでください。

※開催日時は、都合により変更することがあります。
※定員の半数に満たないときは、開講できない場合が
　あります。
※平成24・25・26年度に①を受講した人は、今年度
　受講できません。
※①⑤の後期分は広報いが市９月１日号で、⑧の後期

　分は広報いが市 10月 15日号で募集します。
※①⑤⑧は受講料・材料費など実費を負担
※②は 7月、⑦は８月・10月休講します。
※⑤は初めての人を優先
※⑧は小学校３年生以下は保護者同伴
【申込先】　上野公民館

No 講座・教室名 学習内容 対　象 開催日時

① パソコン教室　（10回）
パソコンが初めての人のためのきっかけ作りと
して、基本操作から暑中見舞作成などまでを行
います。≪講師：福永明美さん≫

20歳以上の人
＊定員：10人

5月～ 7月の毎週月曜日　　　　　
午後 1時 30分～ 3時

② 悠々講座（９回）
歴史や人権をはじめ幅広い教養、趣味的な学習
を通して、豊かで潤いのある高齢期を育みます。

60歳以上の人
＊定員：150人

5月～平成 28年 2月
毎月第 4火曜日
午後 1時 30分～ 3時

③
伊賀の
考古学セミナー
（３回）

伊賀市内の遺跡や遺物などを分かりやすく解説
します。≪講師：福島伸孝≫

20歳以上の人
＊定員：30人

6月 10日㈬・9月 9日㈬・
12月 9日㈬
午後 1時 30分～ 3時

④
やさしく楽し
い付け句教室
（３回）

芭蕉さんの句にあなたの句を付けて、独自の世
界を創り出しませんか？
≪講師：山村俊夫さん≫

20歳以上の人
＊定員：15人

6月 17日㈬・7月 15日㈬・
8月 19日㈬　
午後 1時 30分～ 3時

⑤ 伊賀の和菓子教室（３回）
伊賀の創作和菓子を作って、あま～いひととき
をすごしませんか。
≪講師：中村伊英さん≫

20歳以上の人
＊定員：20人

6月 4日㈭・7月 2日㈭・9
月 3日㈭
午後 1時 30分～ 3時 30分

⑥
笑って脳トレ　			
インプロ教室
（３回）

即興演劇のトレーニングゲームを通じて、みん
なで楽しく笑って、日々のストレスを解消しま
しょう！≪講師：内藤ちよさん≫

20歳以上の人
＊定員：10人

7月2日㈭・16日㈭・30日㈭　
午後 7時 30分～ 9時

⑦ 健康体操教室（７回）
音楽あり、おしゃべりあり、ひとりではなかな
か続かない運動もみんなと楽しくできるので長
続き！≪講師：八賀八千代さん≫

20歳以上の人
＊定員：30人

6月～平成 28年 2月の
毎月第 3金曜日　
午後 1時 30分～ 3時

⑧ 消しゴムはんこ教室（２回）
自分のはんこを消しゴムで作ってみませんか？
初めての人でも丁寧に指導します。
≪講師：永見亜希さん≫

小学校４年生
以上の人
＊定員：10人

6月 27日㈯・7月 11日㈯　
午前 10時～正午
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国民年金の はなし
年金の加入方法は人によって違います
　日本では、国内に住んでいる 20歳以上 60歳未満
のすべての人が国民年金に加入することになってい
ます。加入者は、職業などによって次の３つに分かれ、
加入手続きがそれぞれ異なります。
○第１号被保険者
　自営業者・学生・フリーター・無職などの人で、
加入手続きは本人が住所地の市区役所・町村役場の
国民年金担当窓口で行います。
○第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に
加入している人で、加入手続きは勤務先が行います。
○第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者で、加入
手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行います。

ご存じですか？　国民年金保険料の免除制度
　保険料を納め忘れた状態で、万一、障がいや死亡

といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年
金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由などで国民年金保険料を納付するこ
とが困難な場合には、国民年金保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「若年者（30歳未
満）納付猶予制度」、また、学生の場合は「学生納付
特例制度」をご利用ください。
※申請期間に対応する前年の所得に基づき審査を行
　います。
※申請は原則として毎年必要です。また、２年１カ
　月前までさかのぼっての申請が可能です。
【問い合わせ】
　保険年金課
　☎22-9659　ＦＡＸ		26-0151
　各支所住民福祉課
　津年金事務所
　☎ 059-228-9112

「みんなで忍にん！」出演者募集
◆ 行政情報番組ウィークリー伊賀市に出演しませんか

　行政情報番組ウィークリー伊賀市の中
で、「みんなで忍にん！」のコーナーに出
演し、忍にん体操をしていただく人や団体
などを募集します。

【放送期間】　１週間　※コーナーは毎月１回
【募集人数】
　５組程度　※前期（５～９月）放送分
【応募条件】　
○市内在住・在勤の人で概ね５人以上 20人未満で出
演できること
※営利活動、政治的または宗教的な活動など、公共団
　体が放送する内容として適切でない場合は出演でき
　ません。
○指導なしで忍にん体操ができること
　（通常・介護予防バージョンは問いません。）

※市ホームページで忍にん体操の動画をご
　覧いただけます。
【応募方法】　行政情報番組ウィークリー伊
賀市「みんなで忍にん！」出演申込書に必
要事項を記入の上、郵送・ファックス・Ｅメー
ル・持参のいずれかで提出してください。

※申込書は市ホームページのほか、広聴情報
　課（上野ふれあいプラザ２階）にあります。
【選考方法】　
○応募条件に該当するかどうかを市で審査し、
出演を決定します。
○応募者が多数の場合はチームの構成、地
域性などを考慮の上、市で決定します。
※出演団体は１分程度で団体の紹介、イベントの告知
　などを行うことができます。（公共団体の放送する
　内容として適切でないものは除く。）
※音源、音響設備（CDプレーヤーなど）は出演団体
　で準備してください。
※出演料などはお支払いできません。
※放送期間は都合により変更すること
　があります。
【申込先・問い合わせ】　〒 518-0869
　伊賀市上野中町 2976番地の１
　上野ふれあいプラザ２階
　伊賀市企画振興部広聴情報課　
　☎ 22-9636　ＦＡＸ 		22-9617
　　kouchoujouhou@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】広聴情報課
　☎ 22-9636　ＦＡＸ 		22-9617「みんなで忍にん！」出演者募集

演し、忍にん体操をしていただく人や団体

　１週間　※コーナーは毎月１回

※市ホームページで忍にん体操の動画をご

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪

♪ ♪

♪

♪

♪

♪
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●納期限　４月 30 日 （木）●納期限　４月 30 日 （木）

納期限内に納めましょう
固定資産税（１期）
※納税は便利な口座振替で
【問い合わせ】
　収税課　☎ 22-9612

ファミリー・サポート・センター
が移転します

お知
らせ
お知
らせ

　4 月 1 日㈬から、伊賀市ファミ
リー・サポート・センターが、ハイ
トピア伊賀４階子育て包括支援セン
ター内に移転します。
◆ファミリー・サポート・センター
　☎ 26-7830　ＦＡＸ 22-9666

【問い合わせ】　こども家庭課
　☎ 22-9654　ＦＡＸ 22-9646
　子育て包括支援センター
　☎ 22-9665　ＦＡＸ 22-9666

　４月 13 日㈪に、65 歳以上の人
（第１号被保険者）へ平成 27 年度
介護保険料の仮徴収額通知書を発送
します。
　今回お届けする通知書の保険料額
は、前年度の保険料段階をもとに算
定したものです。年間保険料額は、
平成 27 年度市民税の課税状況をも
とに７月に確定し、改めてお知らせ
します。

【問い合わせ】　介護高齢福祉課
　☎ 26-3939　ＦＡＸ 26-3950

介護保険料の
仮徴収額通知書を発送します

お知
らせ
お知
らせ

　伊賀市子育て応援ウェブサイト
「ママフレ」では、伊賀市の子育て
に関する行政サービスをわかりやす
く紹介しています。
　知っておくと便利な行政サービス
や子育ての情報集めにママフレをぜ
ひご活用ください。
◆子育て応援サイト「ママフレ」
　http://iga-city.mamafre.jp/
※市ホームページのトップページか
　ら「ママフレ」で検索してください。

【問い合わせ】　こども家庭課
　☎ 22-9654　ＦＡＸ 22-9646

子育て応援ウェブサイト
「ママフレ」始まりました

お知
らせ
お知
らせ

　経済的な理由で学用品費や給食費
など、学校でかかる費用にお困りの
人に、学校へ納入した費用の一部を
市が援助します。
　希望する場合は、申請が必要です。
なお、年度ごとに認定しますので、
前年度から引き続き援助を希望する
場合も、必ず申請をしてください。
※生活保護と重複する内容の援助は
　受けることができません。

【対象者】
　市立小・中学校に在籍する児童・
生徒の保護者
※所得制限があります。

【申請先】
　在籍する小・中学校

【支給時期】
　年３回（７月・12 月・３月）に
分けて支給します。

【支給対象と予定額（４月認定の場合）】
※①小学校　②中学校
○学用品費：全学年
　① 11,420 円　② 22,320 円
○通学用品費：１年生以外
　① 2,230 円　② 2,230 円
○新入学児童生徒学用品費：４月認
　定の１年生
　① 20,470 円　② 23,550 円
○校外活動費（宿泊を伴わない）：
　全学年
　① 1,550 円　② 2,240 円
○学校給食費：全学年
　① 35,500 円　② 40,700 円
○通学費：公共交通機関を利用した
　通学に限る。
　①実費額（片道４km 以上）
　②実費額（片道６km 以上）
○修学旅行費：修学旅行実施学年
　①②実費額
○校外活動費（宿泊を伴う）：校外
　活動実施学年（交通費・見学料に限る。）
　①上限 3,570 円　②上限 6,010 円
○医療費：学校病 (※)の治療に限る。
　①②健康保険加入の場合の３割（自
　己負担）分
※ 学校病とは…トラコーマ・結膜炎・
　白

は く せ ん

癬（水虫）・疥
か い せ ん

癬・膿
の う か し ん

痂疹（と
　びひ）・中耳炎・慢性副鼻腔炎（蓄
　のう症）・アデノイド・う歯（虫歯）・
　寄生虫病

【問い合わせ】　
　各小・中学校
　学校教育課
　☎ 47-1282　ＦＡＸ 47-1290

平成２7 年度就学援助制度お知
らせ
お知
らせ重度障がい児（者）

タクシー等利用料金・
自動車等燃料費助成

お知
らせ
お知
らせ

　重度の障がいのある人が社会参加
や医療機関への通院などをするため
の交通費を助成します。
　タクシー券、自動車燃料券、原動
機付自転車燃料券のいずれかを選択
してください。

【対象者】
　次のいずれかに該当する手帳をお
持ちの人
○身体障害者手帳１級・２級
○療育手帳 A1・A2
○精神障害者保健福祉手帳１級

【助成額】
○タクシー等乗車券、自動車燃料券
　 年 間 7,200 円（1 カ 月 あ た り
600 円）
○原動機付自転車燃料券
　 年 間 3,600 円（1 カ 月 あ た り
300 円）
※年度の途中に手帳が新たに交付さ
　れた場合は、交付月以降の分とな
　ります。

【申請方法】
　障害者手帳・印鑑（自動車燃料券・
原動機付自転車燃料券の場合は免許
証・車検証または車両番号の分かる
もの）を持参の上、障がい福祉課ま
たは各支所住民福祉課で申請してく
ださい。

【申請先・問い合わせ】 
　障がい福祉課
　☎ 22-9656　ＦＡＸ 22-9662
　各支所住民福祉課

今月の納税

　４月から、厚生保護課の名称が生
活支援課に変わります。
　課の業務内容は「生活保護に関す
ること」、「臨時福祉給付金等の給付
に関すること」などに、「生活困窮
者の自立支援に関すること」が新た
に加わります。
※主な係の業務内容は 13 ページを
　ご覧ください。

【問い合わせ】　生活支援課
　☎ 22-9650　ＦＡＸ 22-9661

厚生保護課の名称を
「生活支援課」に変更

お知
らせ
お知
らせ

～ウィークリー伊賀市～
　今月は「伊賀上野NINJAフェスタ
2015」などをお送りします。
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裁判所職員 採用試験募集

【受付期間】
○インターネット：
　４月２日㈭午前 10 時～ 13 日㈪
○郵送：
　４月２日㈭～６日㈪当日消印有効

【第１次試験】
　５月 31 日㈰

【受験資格】
○総合職試験（院卒者区分）：昭和
60 年４月２日以降に生まれた大学
院修了者・修了見込みの人
○総合職試験（大卒程度区分）：昭
和 60 年４月２日～平成６年４月１日生
まれ、または平成６年４月２日以降生
まれの大学卒業者・卒業見込みの人
○一般職試験（大卒程度区分）：昭
和 60 年４月２日～平成６年４月１日生
まれ、または平成６年４月２日以降生
まれの大学卒業者・卒業見込みの人
※詳しくは、お問い合わせいただく
　か、ホームページでご確認ください。

【問い合わせ】
　津地方裁判所事務局総務課
　☎ 059-226-4876
　http://www.courts.go.jp/

法テラス三重・巡回法律
相談会（４・６・８月）

募集

　離婚、相続、借金などのトラブル
に対し、収入状況など一定の要件に
当てはまる人を対象に、弁護士の相
談会を開催します。

【と　き】　※すべて水曜日
　 ４ 月 15 日、 ６ 月 17 日、 ８ 月
19 日　午後１時～４時

【ところ】
　上野ふれあいプラザ　３階相談室

【定　員】　各回６人　※先着順
【申込方法】　電話
※予約時に収入状況を伺います。

【申込期限】　開催日の前日午後５時
【申込先・問い合わせ】
　日本司法支援センター三重地方事務
所（法テラス三重）　☎ 050-3383-5470

【問い合わせ】　市民生活課
　☎ 22-9638　ＦＡＸ 22-9641

【テーマ】　「伊賀・甲賀・紀州」
【とき・内容・講師】
※いずれも午前 10 時 30 分～正午
◇第１回　４月 11 日㈯
　「神君伊賀越えの事実」
　三重大学教育学部長　藤田　達生さん
◇第２回　５月９日㈯
　「神君甲賀伊賀越えにおける甲賀
者の活躍」
　甲賀忍術研究会　渡辺　俊経さん
◇第３回　６月 13 日㈯
　「正忍記著者藤一水・名取三十郎
正澄について」　正忍記を読む会
　会長　山本　寿法さん
◇第４回　７月 18 日㈯
　「江戸の伊賀者について」
　京都大学大学院生　井上　直哉さん
◇第５回　８月８日㈯
　「藤田西湖研究」
　三重大学人文学部教授　山田　雄司さん
◇第６回　９月 12 日㈯
　「狼

の ろ し

煙あるいは烽
の ろ し

火考－のろしに
サイエンスの想いを馳せて－」
　三重大学社会連携研究センター
　特任教授　加藤　進さん

【ところ】　ハイトピア伊賀　３階
【問い合わせ】　三重大学人文学部チーム
　☎ 059-231-9194
　総合政策課
　☎ 22-9620　ＦＡＸ 22-9672

伊賀連携フィールド
2015年度前期　市民講座

「忍者・忍術学講座」

催し

寺田市民館
「じんけん」パネル展

催し

【と　き】　４月１日㈬～ 28 日㈫　
　午前８時 30 分～午後５時
※土・日曜日は除く。

【ところ】　寺田教育集会所
【内　容】　「寺田のあゆみ」
　部落差別をなくすために、「今、
何をしなければならないのか」を考
えるパネル展です。

【問い合わせ】
　寺田市民館　☎／ＦＡＸ 23-8728

【と　き】　４月 28 日㈫
　午後 1 時 30 分～ 4 時

【ところ】　ゆめぽりすセンター
【内　容】　認知症の人を介護する家
族の情報交換の場です。

【参加費】　200 円
※認知症の人は無料。会員は 100
　円。申し込み不要。認知症の人が　
　参加する場合は、事前に問い合わ
　せてください。

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　ＦＡＸ 24-7511

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

催し

離乳食教室催し

【と　き】　４月 23 日㈭
　午後１時 30 分～３時 30 分

【ところ】　阿山保健福祉センター
【内　容】　講話・実演見学「離乳食
初期～完了食」、栄養相談
※申し込み不要・子どもと参加可

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　ＦＡＸ 22-9666

　大切な命を守るため、応急手当の
技術を身につけましょう。

【と　き】　５月 17 日㈰
①普通救命講習会：午前 9 時～正午
②実技救命講習会：午前10 時～正午

【ところ】　中消防署　西分署　
【内　容】　心肺蘇生法（成人）と AED
の使い方、異物除去の方法、止血な
どの応急手当

【対象者】
①普通救命講習会：市内在住・在勤・
在学の小学校４年生以上の人
②実技救命講習会：市内在住・在勤・
在学の小学校４年生以上で次のいず
れかにあてはまる人
○４月 17 日以降に市ホームペー
　ジで受講できる応急手当ウェブ講
　習を修了した人
○平成 26 年５月 17 日以降に救命
　入門コースを修了した人

【募集人数】
①普通救命講習会：20 人程度
②実技救命講習会：10 人程度

【申込期間】
　４月 20 日㈪～５月 11 日㈪

【申込方法】　消防救急課・各消防署・
各分署にある所定の用紙に記入の
上、お申し込みください。
　申込用紙は市ホームページからも
ダウンロードできます。
※動きやすい服装で受講してください。

【申込先・問い合わせ】　消防救急課
　☎ 24-9116　ＦＡＸ 24-9111

応急手当を身につけましょう募集

【と　き】　４月 26 日㈰
　午前 10 時～午後３時

【ところ】　長田小学校　グラウンド
【内　容】　菜の花を見て、食べて楽
しめるまつりを開催します。
　各種飲食・販売ブースが並び、キッ
ズダンスなどを催します。

【問い合わせ】　農林振興課
　☎ 43-2302　ＦＡＸ 43-2313

菜の花まつり催し
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　阿山地区で公民館活動を行っている団体を
中心に、あやま文化センターであやま芸能ま
つりが開かれました。
　民謡や詩吟、カラオケサークルなど、18
の団体が日頃の練習の成果を発揮し、会場を
訪れた約 320人がステージを楽しみました。

あやま芸能まつり（３月１日）

たくさん練習してきました
▼ハワイアンダンス教室の発表では、
　会場が南国の雰囲気に包まれました。

▲チャレンジバンドの発表
　では、小学生がトランペッ
　トで映画やアニメの主題
　歌を演奏しました。

▲かつての宿場町を思い起
　こさせる暖

の れ ん

簾。この日は、
　各所に掲げられました。

▼青山太鼓保存会の迫力ある
　演奏

　青山支所周辺と阿保東部地区から阿保西部地区にか
けての旧初瀬街道の一部で、初瀬街道まつりが行われ
ました。
　あいにくの雨の中での開催となりましたが、多くの
人が旧街道の雰囲気を楽しみました。この日は青山支
所周辺と旧初瀬街道の一部が歩行者天国とな
り、地元の住民自治協議会のブースなどさま
ざまな出店が並びました。
　そのほか青山ホールでは、４月から年長児
になるさくら保育園の園児によるさくらっ子‘S

ず

ニンジャーズダンスや阿保東部獅子舞保存会
による獅子舞などが披露されました。

第 10回初
は せ
瀬街道まつり（３月１日）

宿場町の風情を楽しむ

まちかど通信

市指定ごみ袋と差額シールをセットで販売します
◆ 伊賀北部地区（上野・伊賀・島ヶ原・阿山・大山田）の皆さんへ

　昨年10月に実施しました指定ごみ袋制度改定時に、
販売調整の見込みがつかず、旧指定ごみ袋（白色半透明）
約129万枚が市の在庫となりました。市では、この在
庫を解消するため、次の店舗で新ごみ袋（黄色半透明）
の販売を一時休止し、旧指定ごみ袋と差額シールをセッ
トで販売します。
　市民の皆さんには、ごみ出しの際に差額シールを貼る
手間などのご不便やご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。
　また、集積場では、これまでどおり黄色半透明のごみ
袋と差額シールを貼付した白色半透明のごみ袋のどちら

でも出していただけます。
【販売開始予定日】
　４月27日㈪　
【セット商品販売店】
　市役所本庁売店、支所振興課（青山支所を除く）、伊賀
北部農協各支店・ふれあい店、アピタ伊賀上野店、イオ
ン伊賀上野店、オークワジョイシティ伊賀上野店、オー
クワ伊賀緑ヶ丘店、オークワ伊賀新堂店、オークワ名張
西原店、マックスバリュ上野店、マックスバリュ上野小
田店、マックスバリュ佐那具店、スーパーヤオヒコ上野
店、アニーズ、エーコープ近畿青山店

【問い合わせ】廃棄物対策課
　☎20-1050　℻  20-2575
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　ハイトピア伊賀でサークルまつりが開催されました。
　オープニングセレモニーでは、上野サークル協議会
の服部明会長が「この２日間で練習の成果を披露し、
一人でも多くの仲間を見つけて輪を広げていってくだ
さい。」とあいさつしました。
　２日間で、舞台・フロア部門と展示部門あわせて 19
サークルが参加し、日頃の成果を披露しました。

サークルまつり（３月７日・８日）

日々の成果を披露
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ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　

る
か
な
ど
を
話
し
合
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
が
自
分

の
考
え
を
話
す
の
が
「
施し

せ
い
ほ
う
し
ん

政
方
針
」
で
す
。　

　

私わ
た
した

ち
の
ま
ち
伊い

が賀
市
で
は
、
３
月
３
日

に
市
議
会
を
開
会
し
、
岡お
か
も
と本
栄さ
か
え
市
長
が
平
成

27
年
度
の
施し
せ
い政

方ほ
う
し
ん針

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
長
は
、
今
年
を
「
市し
せ
い政
百
年
の
大た
い

計け
い

の
元
年
」
と
呼よ

ん
で
、「
伊い

が賀
市
の
将
し
ょ
う
ら
い来

像ぞ
う

で
あ
る
”ひ
と
が
輝か
が
やく
地ち
い
き域
が
輝か
が
やく
“た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
形
に
し
て
い
く
”動
“の

年
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
積
極
的
に
動
き

ま
す
。」
と
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
本ほ
ん
か
く格

的
に
行
動
す
る
決
意
を
表
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
目
標
の
達
成
を
め
ざ
し
ま
す

　

ど
ん
な
目
標
で
も
、
１
年
間
や
り
続
け
て

達
成
す
る
こ
と
は
、
根
気
が
い
る
し
、
簡か
ん
た
ん単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
伊い

が賀
市
の

今
年
の
施し
せ
い政
方ほ
う
し
ん針
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

市
長
だ
け
で
な
く
伊い

が賀
市
に
住
む
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
が
協
力
し
合
い
、
努
力
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

伊い

が賀
市
の
施し
せ
い政

方ほ
う
し
ん針

を
２
〜
７
ペ
ー
ジ
に

載の

せ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
を
決
め
た
の

か
家
族
の
人
と
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
秘ひ

書し
ょ
課

　
☎
22
・
９
６
０
０　
℻  
24
・
７
９
０
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市
議
会
は
通
常
、３
月
、６
月
、９
月
、

の
年
４
回
あ
り
ま
す
。
３
月
の
市
議
会
で
は
、

４
月
か
ら
１
年
間
、ど
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を
す

　
　
　
　
　
　
　
　

る
か
な
ど
を
話
し
合
い

小・中
学
生
の
た
め
の
コ
ラ
ム
で
す

本紙２～７ページの
「施

し せ い ほ う し ん

政方針」について、
わかりやすく解

か い せ つ

説します。

こども広場
「施

しせい

政方
ほうしん

針」

▲力作の絵画や書道、大切に育てられた山野草な
　どが並べられ、訪れた人の目を楽しませました。

▲詩吟同好会が、伊賀の
　名所旧跡を「伊賀の宝」
　と題して吟じました。
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　平成 25（2013）年 8月 8日の夕刻、近畿地方を
中心に「緊急地震速報」が発表されました。皆さんは、
適切に行動できましたか？ほとんどの人が行動できな
かったのではないでしょうか。
　人は、予想していないことに突然直面すると、頭
の中が真っ白になり思考が停止してしまいます。こ
れは「凍りつき症候群」と呼ばれ、思考停止の持続
時間はさまざまですが、ほとんどの人が経験します。
　また、異変に直面したとき、無意識のうちに“大丈
夫なはず” “大したことはない”と期待する本能が働
くことがよくあり、これらの性質は「正常性のバイア
ス*」「集団同調性のバイアス* 」と呼ばれています。
　バイアスとは、「偏見・先入観・思い込み」という
意味で、異常事態時の人々の行動に大きく影響を及ぼ
しています。これらは、人が生きていくうえでのスト
レスを回避する自然な心理的反応です。
　このような心理反応を冒頭の「緊急地震速報」に当
てはめると、まず①突然大きな音のアラームが鳴った
ことで思考が停止し、思考が回復しても②周囲の人と

目を見合わせ、周囲の行動を
確認し、さらに、自分だけが
行動を開始することをためらい、周囲と同調すること
で安心を得、次に③“きっと大したことはない、大丈
夫なはず”と思い込み、結果“無行動”との状況では
なかったでしょうか。
　災害時に大切なことは、“平常”から“非常”への
心の切り替えです。そのタイミングはいつか、そのと
きはどのように行動するのかを普段から考えておくこ
とが命や財産を守ることにつながります。
＊１…正常性バイアス…日常生活で生じるさまざまな
　変化や出来事の全てに過敏に反応していると、心の
　平穏を保つことが難しくなることから、多少の異常
　事態が起こってもそれを正常の範囲内として捕らえ
　る反応
＊２…集団同調性バイアス…周囲と同調することで安
　心感を得る性質
【問い合わせ】
　総合危機管理課　☎ 22-9640　℻   24-0444

防災ねっと

「大丈夫なはず」が災いするとき

　桜が咲く季節になりましたね。
　桜を見ると、合格発表や入学式・卒業式などの場面がよ
みがえってくる人も多いのではないでしょうか。学校での
思い出は心に刻まれ、皆さんの生活の中に生きています。
　伊賀市役所本庁舎がある通りには、西から東に向
かって、崇広中学校、江戸時代の藩校「旧崇広堂」、
白亜の校舎が美しい上野高等学校明治校舎 (旧三重県
第三尋常中学校 )、上野西小学校が立ち並んでいます。
また、上野高等学校の北西に位置し、現存する中で県
内最古の小学校建築「旧小田小学校」は、明治時代の
ものです。さまざまな時代の学校建築をみることがで
きるこの通りは崇広堂が建てられた当時、大名小路と
呼ばれていました。大名小路と本丸の間（現在の上野

高等学校、上野西小学校、
市役所がある場所）には
「扇の芝」と呼ばれる場所

があり、師弟たちが武術訓練などに励んでいました。
　三重県第三尋常中学校は、明治32（1899）年に地
元の強い熱意によって設立されました。教育熱心な地
域であったことがわかります。この校舎からは卒業生
として、ユダヤ人難民の日本運行手配に尽力した高久
甚之助氏、作家の横光利一氏、書道家の榊莫山氏らの
才能豊かな人々が巣立っていきました。
　通り沿いの建物を見て歩きながら、先人を偲

しの

び、学
校建築群からその歴史を体感することもまた趣深いこ
とです。
　小学校は、子どもたちの学び舎であると共に、地域
の絆づくりのための核となる場所です。どの校舎も、
それぞれの思いがこもった建物ですので、地域の自慢
となっていってほしいと考えます。
　今春は校区再編による統廃合で、新しい学校での生
活が始まる子どもたちも多いことでしょう。子どもた
ちが、新しい学び舎でまた新たな伊賀の歴史を刻んで
くれることを期待しています。

（伊賀市長　岡本　栄）

ー 歴史と思い出を育む学
まな
び舎

や
 ー

市長の伊賀じまん

 ー

▲

市役所本庁舎前の
　通り。（明治５年）
　（伊賀郷土史研究会蔵）

1 2

▲現在の市役所本庁舎前の
　通り。右上写真の頃から
　道幅が変わっていません。

備えて
安心 !
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■ご意見などは人権政策・男女共同参画課 ☎ 47-1286　℻   47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

　市では、春のダイヤ改正時期にあわせて、市内の鉄
道路線をより便利にご利用いただくため、各鉄道路線
の連絡時刻が分かるポケットサイズの時刻表を作成し
ています。
　内容は JR関西本線（亀山～加茂）、伊賀鉄道伊賀線、
近鉄大阪線（伊賀神戸・青山町・伊賀上津・西青山・
名張・桔梗が丘駅掲出）の時刻表やお帰りに便利な乗
り継ぎ時刻表を掲載しており、柘植駅、伊賀上野駅、

伊賀神戸駅などでの乗り継ぎが分か
りやすいものになっています。巻末
には、上野コミュニティバス「しら
さぎ」の時刻表も載せています。
　４月６日㈪から、市役所本庁舎や
各支所・各地区市民センター・上野
市駅などで配布しますので、ぜひご
活用ください。

【問い合わせ】
　総合政策課　☎ 22-9663　℻   22-9672

便利な「合冊版時刻表」をご活用ください

公共交通を利用しましょう

■ご意見などは人権政策・男女共同参画課 ☎ 47-1286　℻   47-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ-1288　  jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

ハンセン病・HIV感染症を誤解していませんか　－健康推進課－

　病気に対する正しい知識や情報の不足からくる病
気への強い恐怖感が原因で、患者や感染者が偏見
や差別を受けていることがあります。ハンセン病や
HIV感染症は、人から人へうつる病気ですが、日常
生活での接触でうつることはほとんどありません。
　ハンセン病はらい菌による慢性の感染症ですが、
感染力が非常に弱く、発病しても早期治療すれば後
遺症もなく治り、遺伝する病気ではありません。し
かしハンセン病は、1996( 平成８)年に「らい予防
法」が廃止されるまで、患者が療養所に隔離され、
後遺症が残る遺伝病と誤解をうけ、差別や偏見の対
象となっていました。病気が治った現在でも、療養
所生活を余儀なくされている人がいて、ハンセン病
療養所の入所者であることを理由に宿泊を断られた
という差別事件が起こったこともあります。
　エイズは、HIV（ヒト免疫不全ウイルス）による
感染症ですが、HIVに感染してもすぐにエイズを発

症するわけではありません。HIVの感染経路は、性
的接触、血液感染、母子感染の３つに限られており、
プールやお風呂に一緒に入ったりするといった日常
生活の接触では感染しません。せきやくしゃみでも
うつりません。最近は、治療薬の開発が進み感染を
早期発見・早期治療することでエイズの発症を抑え
ることができるようになっています。しかし、エイ
ズについても、感染経路の誤解や治療法がない怖い
病気というイメージから偏見がまだまだ残っています。
　｢よく分からないけど怖い病気のようだから｣ と
か ｢自分には関係ないから｣ と距離を置くことによ
り、差別や偏見が生まれています。こうした差別や
偏見をなくすには、まず、病気への誤った認識を正
すことが必要であり、一人ひとりが、ハンセン病や
HIVについて正しい知識を持ち、患者・元患者やそ
の家族などが置かれている立場をよく理解すること
が大切ではないでしょうか。

■このコラムは毎回いろいろなテーマで人権についてお話しています。

明日に向かって　～差別をなくしていくために～

　近年の登山ブームから登山客の遭難が多発し、特に
中高年者を中心に増加傾向にあります。
　平成 26年中、県内での山岳遭難発生件数は 69件
で、87 人が遭難し、その内６人が亡くなりました。
遭難者 87人中 65人（74.7％）が 40歳代以上の中
高年者でした。登山を計画している人は、山での遭難
を防ぐために、次のことに注意しましょう。
○自分の体力や経験に応じた山やコースを選ぶ
○単独での登山はなるべく避け、グループでの登山を
　心がける
○体調が悪くなったり、危険を感じたら登山を中止する
○雨具や非常食を携行する
○登山計画を家族に知らせておき、登山計画書を所属
　山岳会や警察署などへ提出する
※登山計画書は三重県警察ホームページからダウン
　ロードできます。

【問い合わせ】　伊賀警察署　☎ 21-0110
　　　　　　　名張警察署　☎ 62-0110

山での遭難にご注意を！

伊賀警察署だより
みんなで乗ろう
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図書館
　　だより
図書館
　　だより

■一般書　
『心地いい暮らしを作る 100のヒント』

リンネル編集部／著
『世界の美しいボタン』

エリック・エベール／監修
『ヒトの脳にはクセがある』　小林　朋道／著
■児童書
『ときめきハッピーおしごと事典』

おしごとガール研究会／著
『アドベンチャーワールド　パンダをふやせ！』

深光　 富士男／文
■絵本
『はみがきれっしゃ しゅっぱつしんこう！』

くぼ　まちこ／著
『ぷんぷんヒグマ』　 ニック・ブランド／作

《問い合わせ》
　上野図書館　☎ 21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室（いがまち公民館内）　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室（島ヶ原会館内）　☎ 59-2291
　阿山図書室（あやま文化センター内）　☎ 43-0154
　大山田図書室（大山田公民館内）　☎ 47-1175
　青山図書室（青山公民館内）　☎ 52-1110

□絵本
『コロッケです。』　　　　 西村　敏雄／作
　ある日、町のコロッケ屋にいたコロッケは、
退屈になってお店を逃げだしました。
　町の広場や動物園ではあきたらず、どんどん
遠くに出かけていくコロッケは、最後にどこに
たどり着くのでしょうか。

□一般書　
『アイスランド』　　　　　　椎名　誠／著
　大西洋の北に浮かぶ孤島、アイスランド。火
山と氷河がおりなす絶景を誇るこの国は、軍隊
を持たず、幸福度、安全度などのランキングで
も常に上位です。作家・椎名誠がこの島国を巡
り、幸せについて考えた旅の記録。

今月の新着図書

図書館（室）からのお知らせ

《４月２日「国際子どもの本の日」》
　デンマークの童話作家・アンデルセンの誕生日にち
なんで、1967 年に制定されました。この日には世界
中で、子どもの本の充実と普及が呼びかけられていま
す。また、この日をはさんで、「絵本週間（３月 27日
～４月９日）」も設けられています。
《４月 10日「教科書の日」》
　新しい教科書が子どもたちに届く 4月。大切に扱う
ことなどをよびかけて「4（よい）月10（としょ）日（良
い図書）」が教科書の日として制定されています。
《４月 23日「子ども読書の日」》　　
　「こどもの読書週間（4月 23日～ 5月 12日」の最

初の日です。
　この日は「サン・ジョルディの日」でもあります。
スペインのお祭りで、大切な人に花と本を贈る風習が
あるそうです。
　また、シェイクスピアとセルバンテスの命日でもあ
ることから、「世界本の日」にも定められています。
　子どもたちと一緒に読書を楽しむ機
会として、図書館・図書室へおでかけ
ください。
【問い合わせ】　上野図書館
　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻   22-9692

◆４月には、子どもと読書に関係する記念日がたくさんあります

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
４月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）
８日㈬ 10：30～ いがまち図書室 ミニサロンひまわり

11日㈯ 10：30～
上野図書館 おはなしの会
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

15 日㈬ 15：00～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）
18日㈯ 10：00～ いがまち図書室 読み聞かせ会（ぶらんこ）
19日㈰ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせ会（はあと＆はあと）

と　き ところ 催物（読み手）
20 日㈪ 10：00～ 島ヶ原子育て支援センター 読み聞かせ会（ネェよんで）

21 日㈫ 10：30～
阿山図書室 読み聞かせ会（はあと＆はあと）
青山図書室 おはなしなぁに？

22日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会
25日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会
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集

コ
ラ
ム

図
書
・
救
急
な
ど

催
　
し

　
情報交流ひろば

【問い合わせ】　甲賀市広報課　☎ 0748-65-0675 【問い合わせ】　亀山市広報秘書室　☎0595-84-5021

となりまち　いが· こうか · かめやまとなりまち　い
甲賀市甲賀市

　桜咲く春の信楽は楽しい催しがいっぱい
◆春の信楽・アートな歩き方
【と　き】　４月４日㈯～５月 10日㈰
【ところ】　甲賀市信楽町 一円
　31軒のショップや陶房が、企画展やイベント
を開催。スタンプラリーも実施します。
◆第 10回ぶらり窯元めぐり
【と　き】　４月 17日㈮～ 19日㈰
【ところ】　甲賀市信楽町長野 窯元散策路各所
　19の窯元が楽しい企画でおもてなしします。
◆春のしがらき駅前陶器市
【と　き】　４月 29日(水・祝) ～５月６日(水・振替)
【ところ】　信楽高原鐵道信楽駅前
　陶器の即売や「うまいもん市」、ステージ企画
など賑やかなイベントが満載です。
【アクセス】　新名神高速「信楽 IC」から約10分
【問い合わせ】　信楽町観光協会（信楽伝統産業会館内）
　☎ 0748-82-2345

春の信楽にぶらりといこうか
～陶器とアートのまち・信楽～

亀山市亀山市

春の穏やかなひとときを
～亀山市桜まつり～

　満開の桜をお楽しみいただきながら、亀山城周
辺の文化財や、関宿の町並みにもお立ち寄りくだ
さい。４月 12日㈰には、「桜の名所と歴史ロマ
ンを訪ねる」ウオーキングも開催されます。
◆亀山城桜まつり　
【と　き】　４月５日㈰　午前 10時～午後３時
【ところ】　旧亀山城多

たもんやぐら
門櫓周辺（本丸町）

　子ども写生大会、ふれあいブースなど
【アクセス】　東名阪自動車道「亀山 IC」から亀
山方面へ約 10分
◆観音山春まつり
【と　き】　４月 12日㈰　午前 10時～午後２時
【ところ】　観音山公園一帯（関町新所）
　宝さがし、煎茶茶席、各種バザーなど
【アクセス】
　東名阪自動車道「亀山 IC」から関方面へ約 10分
【問い合わせ】
　亀山市観光協会　☎ 0595-97-8877

◉伊賀市応急診療所（一次救急）【診療科目】　一般診療・小児科
【所在地】　上野桑町 1615番地　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は、診療終了時刻の 30分前までにお願いします。
◆夜間・日曜日および祝日診療を行っている医療機関については、
　三重県救急医療情報センター（☎ 24-1199）へお問い合わせください。

◉伊賀市救急相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22

（フリーダイヤル）
　医師・看護師などが 24時間年中
無休体制で、救急医療や応急処置な
どに関する相談に応じます。（通話
料・相談料：無料）

４月の二次救急実施病院

＊小児科以外の診療科です。

≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前９時～翌日午前８時45分
救急車での搬送限定ではありませんが、必ず事前に連絡
が必要です。
　【上野総合市民病院（☎ 24-1111）】
　【名張市立病院（☎ 61-1100）】
　【岡波総合病院（☎ 21-3135）】

◉各病院の受け入れ体制

※重症者が重なり、診察できない場合があります。また、非当番日は救急の受け入れを行いません。
※二次救急（重症）の人が対象です。

日 月 火 水 木 金 土
１
岡波・名張

２
　名張

3
　上野

4
　名張

5
　名張

6
　岡波

7
　名張

8
岡波・名張

9
　名張

10
　上野

11
　上野

12
　岡波

13
　岡波

14　
　上野

15
岡波・名張

16
　名張

17
　上野

18
　名張

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
岡波・名張

23
　名張

24
　上野

25
　上野

26
　岡波

27
　岡波

28
　上野

29
岡波・名張

30
　名張

＊小児科以外の
診療科です。

・・・
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国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

 

長
谷
園
大
正
館
・
登
り
窯（
丸
柱
）

　
古
く
か
ら
伊
賀
で
盛
ん
で
あ
っ
た
伊
賀

焼
は
、
現
在
も
丸
柱
地
区
を
中
心
に
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
古
琵
琶
湖
層
の
粘
土
を
用

い
て
食
器
や
土
鍋
、
茶
器
、
花
器
な
ど
多

彩
な
製
品
が
焼
か
れ
て
い
ま
す
。

　
伊
賀
焼
の
窯
元
の
一
つ
、
長
谷
製
陶
株

式
会
社（
長
谷
園
）の
大
正
館
は
、
10
年
ほ

ど
前
ま
で
実
際
に
事
務
所
と
し
て
使
用
さ

れ
、
現
在
は
休
憩
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
長
谷

園
を
訪
れ
た
人
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
名
の
と
お
り
大
正
期
に
建
て
ら
れ
た

木
造
平
屋
建
の
洋
風
の
建
物
で
、
建
築
面

積
は
70
㎡
、
ガ
ラ
ス
窓
が
多
く
開
放
的
な

雰
囲
気
で
す
。
置
か
れ
て
い
る
金
庫
や
電

話
機
も
当
時
の
ま
ま
で
、
現
在
ま
で
維
持

管
理
さ
れ
て
き
た
近
代
建
築
で
す
。   

　
大
正
館
の
約
35
ｍ
東
側
に
あ
る
登
り
窯

は
、
天
保
３
（
１
８
３
２
）年
の
開
業
時

か
ら
稼
動
し
て
お
り
、
昭
和
13
年
に
現

 

伊
賀
市
の
文
化
財 

89

在
の
姿
に
改

築
さ
れ
ま
し

た
。
炎
が
上

へ
昇
る
性
質

を
利
用
し

て
、
斜
面
に

沿
っ
て
15
段

の
燃
焼
室
が

設
け
ら
れ
て

い
る
連
房
式

登
り
窯
で
、

１
週
間
以
上

連
続
し
て
焼
き
上
げ
、
大
量
生
産
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
ま
し
た
。

　

主し
ゅ
た
き
ぐ
ち

焚
口
か
ら
最
上
部
ま
で
全
長
34
ｍ

で
、
現
存
す
る
登
り
窯
で
は
日
本
最
大
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
窯
の
最
後
の
使

用
は
昭
和
40
年
代
で
し
た
が
、
そ
の
後
も

登
り
窯
は
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
て
、
当
時

の
伊
賀
焼
生
産
の
風
景
を
今
に
伝
え
る
貴

重
な
建
造
物
で
す
。

　
長
谷
園
大
正
館
と
長
谷
園
登
り
窯
は
平

成
23
年
10
月
28
日
に
国
の
登
録
有
形
文
化

財
（
建
造
物
）に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
園
の
主
屋
や
展

示
室
な
ど
の
12
件
も
平

成
26
年
11
月
21
日
に
国

の
文
化
審
議
会
か
ら
、

国
登
録
文
化
財
に
登
録

す
る
よ
う
答
申
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
課

　
☎
47
・
１
２
８
５

　
℻  
47
・
１
２
９
０

病気に
なりに

くい

カラダ
を作る

健康レ
シピ

材料（３～４人分）
じゃがいも…………………50g（1/2個）
たまねぎ……………………30g（1/6 個）
スナップえんどう……………15g（2さや）
バター（マーガリン）………4 ｇ（小さじ 1）
鮭水煮缶（ツナ缶など）…25g（小 1/3 缶）
卵…………………………………60g（1個）
牛乳……………………10 ｇ（小さじ 2杯）
塩・こしょう……………………………少々

1. じゃがいもは1cm角に切り水にさらす。た
　まねぎ、スナップえんどうは5mm幅に切る。
2. 耐熱容器に１を入れ、電子レンジ 600ｗ
　で約2分半加熱し、バターを加えて混ぜる。
3. ２、鮭、割りほぐした卵、牛乳をまぜ合
　わせ、軽く塩・こしょうをし、電子レンジ
　600ｗで約１～ 2分加熱する。
（1人分：エネルギー76Kcal、塩分 0.2g )

春野菜の
スパニッシュオムレツ

　赤・緑・黄（白）色の食材がそろったおかずの組み合わ
せにし、彩りよくすることが栄養バランスをよくする
コツです。濃い味付けや揚げ物ばかりではなく、お酢
やスパイス、ナッツやごまなどの種

しゅじつ
実を生かしたおか

ずも組み込むとよいでしょう。電子レンジや缶詰をう
まく活用し、多彩な食材を使ったお弁当にしましょう。

上野総合市民病院 管理栄養士による病気にならないためのレシピです。

ピーマンとにんじんのくるみ和え
ささみときのこのカレーマリネ

春野菜のスパニッシュオムレツ

彩りを意識してバランスのよいお弁当を！ ＊
今
回
の
お
か
ず
は
す
べ
て
電
子
レ
ン
ジ
を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
で
す
。
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
民
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲上：大正館内部　下：同外観

▲

登
り
窯


